


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]
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伏見ひろゆき





角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「お兄ちゃんったら……。もうこんなに硬かたくして……」

　朝のまどろみの中、幼くもいろっぽい声が聞こえる。

「んっ……お兄ちゃん、たまってる。鈴りんがいないとダメね……」

　しかたなさそうにつぶやいた少女は、そのまま俺の背に薄うすい胸むな板いたを当てた。ツンと立った乳ち首くびと、ほぼ膨ふくらみのない板胸の感かん触しよく。声にたがわぬ幼い体は、しかし女の甘い香かおりとともに俺を温かく包んでくれた。

　これは夢なのだろう。俺はいつも通り自分の部屋で寝ねていたはずだ。そもそも少女の声など聞こえるはずがない。っていうか、純愛を極きわめようとしている俺がロリの板胸に癒いやされる夢など見ていいのか？

　否いな……断じて否！　よもや俺の中にこんな不純な願望が眠ねむっていたなど……許されん。

「喝かぁぁぁつ!!」

　己おのれを叱しつ咤たするようにして叫さけび、俺はベッドから起き上がる。

　その途と端たん、長い引きこもり生活で細くなった俺の腕うでに弾はじかれ、ベッドの上からツインテールの少女が転がり落ちた。

　って、少女!?

　俺が目をむいてベッド脇わきを見ると、「お兄ちゃんひどーい。せっかく妹が帰国したっていうのに……」という声とともに黒いローブ糸の服をはおった背の低い女の子が立ち上がる。

「おま……なんでここにいるんだ!?」

　彼女は夜よ空ぞら鈴、十三歳。俺──夜空翔かけると血の繫つながった正しよう真しん正しよう銘めいの妹だ。

　鈴はため息まじりに辺りを見回していたため、俺の問いに気づかず喋しやべり始める。

「お兄ちゃんったら、引きこもってる間に体が硬くなったんじゃない？　それにインスタント食品のゴミもためて……」

　あきれたように言った妹は、そのまま当たり前のように掃そう除じを始める。

「いやいやいや……なに当然のように掃除してる！　そもそもお前、バークレーの大学に呼ばれて勉強してたはずだろ!?」

「もう卒業した」

「へ？」

「だから、卒業したのよ。晴れて就職浪ろう人にんになって戻もどってきたの」

「就職浪人って……」

　十三歳の就職浪人というのも凄すごい。我が妹ながらとんでもないスペックだった。

「お前なら就職なんて簡単にできるだろ。なんでわざわざ浪人になったんだ？」

「それを言うならお兄ちゃんだってやればできるじゃない。それなのにあの雪ゆき奈なとかいうメス豚ぶたのせいで人生が狂くるって、自宅警備員になって……」

　妹はそう言うと顔を伏ふせて震ふるえ始めた。

　それを見て俺はわずかに胸を痛める。俺の両親は二人ともシリコンバレーでＩＴ系の研究職をしており、妹と一いつ緒しよにアメリカに住んでいる。仕事が趣しゆ味みで生きがいの変人だ。俺が一人でリアル自宅警備員をしていたところでなんとも思っていないだろう。だが年とし端はもいかない妹にとって、「兄が引きこもり」という事実はきっと──。

「もう、なんでずっと自宅警備してなかったの!?　引きこもりをやめたうえにどこの豚とん骨こつとも知れないメス豚と仲良くして……だからさっさと大学を卒業して戻ってきたのよ！」

「浪人の理由、それ!?」

　啞あ然ぜんとする俺を前に、妹は地じ団だん駄だを踏ふみつつ「まさか中二病コミュ障のお兄ちゃんがネットでモテるなんて……。歩ほ貴たかからピュアランドの話を聞いたときに止めておくべきだったわ！」と悔くやしそうに叫ぶ。

　歩貴め……鈴に俺のことを話したのか。

「鈴が一生お兄ちゃんの面めん倒どうを見るって言ったじゃない！　お兄ちゃんはずっと引きこもって引きこもって外に出なければよかったのよー!!」

　鈴はそう叫ぶと、ここぞとばかりに俺へ抱だきついて再びその板胸をこすりつける。そして「んはぁ……お兄ちゃんの淡あわいむわっとした体たい臭しゆう。ほんとはできるくせにダメダメな愛いとしいお兄ちゃんの匂におい……」と頰ほおを染めてつぶやき始めた。

「お前、さりげなく失礼なこと言ってるからな」

　なんと言うか、鈴はブラコンなのだ。小さいころなど「将来お兄ちゃんと結けつ婚こんするー！」とよく言っていたものである。兄を慕したってくれるのは嬉うれしいが……そろそろ兄離ばなれしてくれないと将来が心配だ。

「くんかくんか。ひさしぶりのお兄ちゃん臭……んはぁ、興奮するー。お兄ちゃんと結婚したらこの匂いを毎日独どく占せんできるのね。鈴ががんばって働いてお兄ちゃんに自宅警備してもらって、鈴ががんばってお料理をしてお兄ちゃんに自宅警備してもらって──」

「はいはい。兄好きは嬉しいが、ほどほどにな」

　俺がさらっと言って鈴を体から引き離はなすと、彼女は「もう……お兄ちゃんのバカー！」と両手をブンブン振ふってだだをこね始める。

　そのとき、不意に部屋の扉が開いた。

「鈴さま、お帰りでしたか」

　その声とともに入ってきたのは、ブレザー系の制服を着たメガネ男子だった。彼は猫ねこ谷たに歩貴。幼いころから腐くされ縁えんのある男だ。

「留守中の報告、ご苦労であった」

　鈴は優ゆう雅がに一礼する歩貴を前に、お嬢じよう様さまがごとく言い放つ。

　歩貴は彼女にとって執しつ事じのようなものなのだ。おおかた鈴にせがまれて俺の近きん況きようを報告していたのだろう。

「歩貴、余計なことするなよ」

「ご家族である鈴さまに兄上の近況をご報告していただけさ」

「お前、鈴と『執事プレイ』を楽しんでるだけだろ」

　眉み間けんにしわを寄せる俺をよそに、歩貴は肩かたをすくめて話を流す。

　……将来、こいつにだけはぜってー「お兄さま」って呼ばせねー。

　静かにそう決意していると、「翔に妹がいたのか？」と興きよう味み津しん々しんな声が聞こえる。

　目を向けると、部屋の入り口にチェック柄がらのセーラー服を着た長い赤あか髪がみの少女が立っていた。完かん璧ぺきボディーを持つお嬢様、〝バラの君〟こと城じよう之の森もり美み紅くだ。

「おぉ、かわいい妹じゃないか。どことなく翔に似てるな」

　美紅はそう言ってこちらへ微笑ほほえみを向ける。

　それを見て、俺はつい目をそらしてしまった。……美紅とはネット空間で「心と心のキス」をした仲なのだ。リアルのキスではないものの、やはり意識してしまう。

　俺の態度を見て彼女はキスのことを思い出したのか、わずかに頰を染める。

「お取りこみ中のところ悪いけど、昨日今日現れた新参者がお兄ちゃんを気安く呼び捨てにしないでくれる？」

　鈴は鼻を鳴らすと美紅へいきなり体当たりをする。

　──もにゅっ。

　体当たりしたはいいが、鈴は美紅の豊満な胸に弾かれて吹ふき飛んでしまった。

　打ちひしがれたように床ゆかで膝ひざ立だちになる鈴……彼女は自分の胸をわしづかむと、美紅へ鋭するどい瞳ひとみを向ける。

「ちっ……城之森美紅。ちょっとはできのいいメス豚みたいね。イベリコ豚程度には認めてあげてもいいわよ。だが、この程度のことで鈴に勝ったと思わないことね！　しょせんその胸は歳としを重ねた結果……鈴が同い歳になった暁あかつきには、貴様の胸などゆうに超こえる爆ばく乳にゆうになってみせるわ!!」

[image: ]

「そのセリフ、なんだか翔みたいだぞ。兄妹きようだいっていいな～」

　美紅は鈴の言葉など意にかいさないように微笑むと、子供をあやすように彼女の頭をなで始めた。

　開始数秒で完敗したな、鈴。

　俺も出会った当初は美紅のことを「このリア充じゆうの権ごん化げが！」くらいにしか思っていなかったが……彼女は本当にステキな子だ。

　勉強もがんばる。お稽けい古こ事ごともがんばる。ピュアランドもがんばる。そのうえ……箱はこ入いり娘むすめだった彼女だが、リムジン登校ではなくたまに歩貴たちと歩いて俺を迎むかえに来るようになった。

　前回の純愛イベントで俺たちが優勝してから数日経たった今、彼女は前を向いて少しずつ変わり始めている。俺も彼女に負けないようがんばらないといけない。

「そう……すべてはピュアランドで魂の恋人ソウル・ラヴアーを見つけるために！」

「結局ネット恋れん愛あいか。鈴さまも加わって、さらにリアルが充実してきたというのに……」

　呆あきれたように喋る歩貴へ、俺は「鈴は関係ないだろ！　それに俺はリアルが苦手なんだ……」と声をすぼめる。

　俺にはネット恋愛が性に合っている。リアルでは変に緊きん張ちようしてしまうため……美紅ともピュアランドで話した方が気が楽なのだ。

　俺が考えこんでいる中、ポニーテールの少女がため息をつきながら部屋に入ってきた。

「鈴ちゃんが戻ってきたとなると、夜空家もにぎやかになるわね」

　彼女は出海いずみ渚なぎさ。俺の幼なじみだ。水泳部のエースで男女ともに友人が多いリア充でもある。

　鈴はそんな彼女が手に持つカギを見て、いらだたしげに口を曲げる。

「なんであなたがウチのカギを持ってるのよ」

「あなたたちのお母さんから、留守中のこといろいろ頼たのまれたからでしょ」

「鈴はそんなの頼んでないし。お兄ちゃんは立派な自宅警備員なのよ。あなたなんかの力を借りなくても十年二十年だって引きこもっていられるわ」

「そんなに引きこもられても……」

　苦笑いで流す渚を見て、鈴は仕切り直すように鼻を鳴らしてわけ知り顔で微笑む。

「歩貴から聞いたけど、あなた水泳部のエースなんだって？　今さら泳ぎがうまくなったって手て遅おくれなんじゃない??」

　その言葉を聞いて、渚の肩がピクッと動く。

　やっと自分の言葉が効いたと見るや否や、鈴は美紅へ目をやりさらに笑えみを深めた。

「いえ、手遅れなのは水泳だけじゃないみたいね。いつまでもウチのカギを持って保護者面づらして……あなたはお兄ちゃんのなんなの？」

　──あなたはお兄ちゃんのなんなの？

　そのセリフで、渚は顔を歪ゆがめた。

「あたしは……あたしは……」

　震えるように喋る彼女を前に、俺たちは戸と惑まどうばかりで声をかけられない。

　その日からだった。

　渚がおかしくなったのは……。
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　鈴りんが帰国して数日が経った。就職浪ろう人にんなのでやることがないせいか、彼女は家事やネットサーフィンをして一日を過ごしている。

　とはいえ俺には学校があるのだ。今日も鈴を家において一時限目の授業を受けていると、後ろの席に座る歩ほ貴たかが思い出したように口を開く。

「翔かけるの家族がアメリカへ行って二年か……鈴さまも成長したな。主に肉体的な意味で」

「人の妹の体を語るな！　成長したのは身長くらいで、あいかわらずの板胸だったぞ」

「鈴さまのブラコンは歪みない」

「兄としては将来が心配だ」

「心配すべきなのは、『兄妹で結けつ婚こんできるかどうか』じゃないか？」

　歩貴は口の端はしを上げると、楽しそうに聞いてくる。

「バカを言うな。渚なぎさも鈴に兄離ばなれするよう言ってくれよ」

　そう言って右みぎ隣どなりを見ると、ノートＰＣへ一心にタッチペンを走らせる渚が見える。

「どうしたんだ？」

　彼女は俺の声も聞こえない様子でノートＰＣの操作を続けている。勉強をがんばっているようだが……今は現代文の授業中だ。そんなにがんばる内容だったか？

　よくよく考えてみれば、渚は最近妙みようにがんばっている。水泳の朝練も始めたらしく、一時限目の今はまだ髪が少し濡ぬれていた。

「あいつ、どうしたんだ？」

　不ふ審しんに思って歩貴に問うと、「悩なやみを振ふり切るように必死で動かされる若い肢し体たい……素す晴ばらしい青春のエロスじゃないか」と肩かたをすくめる。

　青春のエロスって……。

　とはいえ〝がんばっている〟というならいいことだ。俺がどうこう言う問題でもあるまい。

「う～む。それはそれとして、俺はメシアとして早急に考えなければならないことがあるな……」

「あの〝純愛力〟という隠かくしパラメーターについてか」

　後ろを向いて歩貴の言葉にうなずくと、俺はそのまま考えこむ。

　ピュアランドには〝純愛力〟という隠しパラメーターが存在する。そしてそのレベルが最高に達した者同士が魂の恋人システムの出す課題をクリアすれば、晴れて〝魂の恋人ソウル・ラヴアー〟が誕生する。

　つまり、魂の恋人探しを進めるには純愛力の解明が必要不可欠なのだ。

「しかし翔が自ら作ったシステムなのに〝解明〟というのも変な話だ」

「よ、余計なお世話だ！」

「鈴さまがよく言っているが……お前はほんと、やればできるヤツなんだよな。才能の無む駄だづかいが激しいが」

「ピュアランドは無駄づかいではないぞ。現にプレーヤーは四十名を超こえてなお、少しずつ増え続けているわけだしな」

「それはそうなんだが……もっと違ちがうベクトルで力を使おうとしない部分が凄すごい」

「純愛の求道者たる俺に、愚ぐ問もんだな」

　俺はそう言って前を向くとしばし考えこむ。

「そうだな……昼休みに俺の相棒たるＡＩＴＯに相談してみよう」




　昼休み。

　中庭には柔やわらかい陽ひの光がそそがれていた。

　教室で昼食をとる生徒たちの声。心ここ地ちよい小鳥のさえずり。そしてベンチに座っている俺の右隣から聞こえる温かくも気高い声──。

「もうすぐ四月も終わりだな。一ヶ月足らずのことだが、純じゆん菜な高校へ入学して色々あった気がする」

「あぁ。俺なんて引きこもりをやめてピュアランドを始めて……人生激変だよ」

「ふふっ……。翔と出会って日は短いが、昔からネットで仲良くしていたから『人生激変』というのはよくわかる」

　そうだな！　だが俺は、お前ＡＩＴＯのことずっと引きこもりのオッサンと勘かん違ちがいしてたがな!!

「あ、今ＡＩＴＯのこと思い出してイラッとしたろ？」

「当たり前だ！」

「オッサンだと思ってたネッ友が女でしかも同級生だったって知って……ねぇねぇ今どんな気持ち？」

「バラの君がネットのノリで話すんじゃねー！」

　俺のツッコミを聞いた美み紅くはいたずらっぽく笑い、つられて俺も笑ってしまった。

　辺りに響ひびく二人の笑い声……。

　ずっと引きこもっていた俺だが、今この瞬しゆん間かん「学校へ来て楽しい」と心から感じていた。そう、この二人の空間が楽しいと──。

「で、そろそろ僕らも会話にお邪じや魔ましていいかな？」

　突とつ然ぜん、左側から男の声がする。

　目を向けると……俺の左ひだり隣どなりに渚、その奥に歩貴が座っていた。

「っていうかなんでお前らがここにいる!?」

「いいじゃないか。なんだかんだで、最近このメンバーで集まることが多いだろ？」

「そのきっかけを作ってるのは歩貴だろ」

「そんなことより、渚がいい物を持ってきたぞ」

　あっさり俺の話を切った歩貴は、そのまま渚へと目を向ける。

「……」

　歩貴のフリを前に、渚は言いづらそうに口を動かすだけで喋しやべらない。

　だが……渚の膝ひざには風ふ呂ろ敷しきに包まれたなにかがあった。誰だれがどう見ても、渚が持ってきた〝いい物〟はそれである。

　みんなの視線がその風呂敷へ集まっていることに気づいたのか、渚は「わ、わかったわよ」と恥はずかしそうに風呂敷を広げる。

　すると中から重箱が現れた。

「まさか……弁当を作ってきたのか!?」

「うん」

「でもお前、朝練してたよな。いつ作ったんだ？」

「……今朝よ」

「今朝って何時だよ」

「…………四時」

「四時ぃ!?」

　が、がんばりすぎだろ。っていうかがんばる方向性、おかしくないか!?

　俺はめまいを覚えつつ、そっと彼女へ目を向ける。

　そしてなるべく優やさしい微笑ほほえみをたたえた。

「病院行け」

「健康よ！」

　どう見ても錯さく乱らんしてるとしか思えないがんばり方だが……。

　俺は恐おそる恐る重箱を開けてみる。

　こいつとのつき合いは長いが、料理をするところなど見たこともない。どうせ外で遊んでばかりのリア充じゆうじゃ、おかずがすべて黒くろ焦こげだとか正体不明のヘドロ状だとか常識の通じない弁当を作っている可能性が──。

「卵焼きにからあげ……しかも肉じゃが？」

　凄くまともな弁当だった。下の段を開けてみると、そこにはおにぎりが入っている。

「なんだ、全部食える物じゃないか」

「どんなの想像してたのよ！」

　渚のツッコミを流しつつ、俺は自分の膝におかずが入っている器うつわをのせる。

　そして、教室に弁当を置いてきた美紅も含ふくめてみんなで食べ始めた。

　甘みのきいた卵焼き、肉のうまみがきちんとあるからあげ、そしてダシの味がちゃんとしみている肉じゃが……。

「うまい……」

　家庭的でほっとする味だった。一人暮しでインスタント食品ばかり食べていた俺には、懐なつかしさすら覚えるような弁当。

　渚は珍めずらしく素す直なおにほめた俺の言葉を聞いて、嬉うれしそうに鼻を鳴らしていた。

　そんな中いつしか話題はピュアランドへと移ってゆく。

　俺はシャケのおにぎりを食いながら、歩貴へと目を向けた。

「魂の恋人ソウル・ラヴアーを見つけるには純愛力を最高に高める必要があるものの……なにせ得体の知れない隠しパラメーターだ。管理者としてこのまま放置しておくわけにはいかない」

「でもピュアランドにはシステム上のブラックボックスがあって、簡単にはプログラムをいじれないだろ」

「う～む……まずは新規フィールドを立ち上げ、そこに一部のプレーヤーだけ集めよう。そして〝バージョンＵＰ版のβベータテスト〟と称しようして純愛力について調べてみるか」

「なるほど、それなら自然だ」

　彼の言葉にうなずきながら、俺はふと今日の日付を思い出す。

「もうすぐＧＷか……つまり、最高のネトゲタイム到とう来らいだ。ならばテストプレーヤーには一日二十時間ほどテストにつき合ってもらおう」

「──ＧＷが明けたらリアルで学校の中間テストでしょうが！　現実を見なさい！　現実を!!」

　渚が急にツッコミを入れると、美紅もそれに続くようにして「ピュアランドのせいでテストの成績が下がるなどギルティだぞ」と漏もらす。

「ぐぬぬ……せっかくネット充できると思ったのに……」

　歯がみする俺を見て渚が大きなため息をつく。

「あたしが勉強を教えてあげるから、ピュアランドはほどほどにしたら？」

「い、いきなりどうしたんだ……気持ち悪い」

「気持ち悪いとは失礼ね！」

「リア充のお前など、ＧＷは遊園地やバイトやショッピングで忙いそがしいだろうが。俺は家に引きこもってピュアランドをやってるから、お前は勝手にリア充するがいいさ」

「あんたね……」

　いつもの調子で声を荒あらげようとした渚だったが、そっと息を吐つくと仕切り直すように口を開く。

「プレーヤーのみんなだって、テスト前に長時間ピュアランドをするはずないでしょ。一人でピュアランドにいたってしょうがないじゃない」

「確かに……」

「だからピュアランドはほどほどにして、勉強したら？」

　正論だ。しかし俺は彼女の言動にどこか違い和わ感かんを覚えていた。いつもの渚ならひとしきり文句を言ったあと、最後は「勝手にしなさい！」となるはずだ。なのに今日は妙みように粘ねばって勉強をすすめている……というより、さりげなくピュアランドから遠ざけようとしてる？

　一人で首をかしげていると、白衣の裾すそが目の端はしに映る。

「テストのことで悩なやんでるのぉ？」

[image: ]

　その声で顔を上げると、豊満な胸を白衣の間からちらつかせている保健室の先生が見える。

「っ……！」

　俺は思わず身構えてしまった。先生にピュアランドの話を聞かれるのはまずい。

　みんなも俺と同じことを思ったのか、急に黙だまりこむ。

「野の原はら先生、この前はありがとうございました」

　美紅がさっとあいさつをする。純じゆん粋すいなお礼と話題転てん換かんの意味をこめてだろう。

　彼女は保健室で先生のお世話になったことがあるので、不自然さがない。

「しかし保健室の先生の名前なんてよく覚えてるな」

「お世話になったからな。野原祥しよう子こ先生だ」

　とはいえこの先生、俺が美紅の見み舞まいに行ったときわざと着き替がえシーンをのぞかせた前科がある。胸はちらつかせるし、やけに男女の仲に介かい入にゆうしようとするし……いろんな意味でけしからん。

「さっきから私のことじっと見てぇ……照れちゃうじゃない」

「見てないわ！　誤解を招く発言はやめてもらいたい」

「ふぅん。本当に誤解？」

　先生は俺の顔をのぞきこむように上半身を折る。

　するとちょうど俺の視線の先に、重力によって大きく下へ膨ふくらんだ胸の谷間が見える。やはり大人の女。高校生とは段だん違ちがいに熟うれた胸はそっと包まれるだけで窒ちつ息そくしそうな圧巻の色気を──。

「って、絶対わざとやってるだろ！」

　先生は俺のツッコミを微笑みだけで流す。

　……やはり苦手だ。

　俺がのどもとまできている様々なツッコミをこらえていると、次いで先生はしれっと口を開く。

「テストのことで悩んでるなら、合宿なんてどうかしら？」

「「合宿!?」」

　俺たちは声を合わせて啞あ然ぜんとする。

　そんな中、美紅が手を握にぎりしめてぷるぷると震ふるわせ始めた。

「そ、それはまさか……リア充たちが学業や部活を隠かくれみのにして一つ屋根の下に泊とまり、夜になれば発情した獣けもののように異性とキャッキャウフフする……あの〝合宿〟のことか!?」

「ギルティィィィ！　そんな汚けがらわしい狂きよう宴えんなど俺たちは願い下げだぞ!!」

「……あんたたち、合宿をなんだと思ってるのよ……」

　騒さわぐ俺と美紅へ、渚が頭を押さえてつぶやく。

「あらぁ、みんな純情なのね。だったら私もその合宿に参加するわ。先生同どう伴はんなら大だい丈じよう夫ぶでしょ？」

「なるほど。先生同伴ならピュアだ」

　美紅の即そく答とうを聞いて、俺は開いた口がふさがらなくなる。

「しかし先生、合宿はどこでおこなえばいいのでしょうか？」

「そうねぇ……どこかの施し設せつを借りるのもいいけど、お金がかかるわね。いっそ誰かの家にお泊まりなんてどうかしら」

「では私の家のゲストハウスを提供しましょう」

「あら、ゲストハウスなんてステキねぇ」

　おいおい……勝手に話を進めるなよ！　っていうか美紅の家に泊まるのか!?

　俺は急な展開に頭が真っ白くなってしまった。

「女の家なんて、行ったことないぞ」

　ネトゲで自じ称しよう女の〝ルーム〟になら行ったことはあるが……それはあくまでプレイ上の流れだ。というかリアルではオッサンかもしれないし。

　だがリアル女子の家なんて、リアル女子の家なんて……想像もつかない！

「お前、子供のころに渚の部屋へ入ったことあるだろ」

　考えこんでいる俺に向かって、歩貴が淡たん々たんとつぶやく。

「渚は渚だろ」

「まったく……」

　歩貴はため息をつくと渚へ目をやる。

　視線の先で、渚は肩かたを落として重箱を握りしめていた。

　どうしたんだ？

　俺が首をかしげていたそのとき、何冊か本を持って歩くボブカットの少女が目に入る。深み山やま雪ゆき奈な……俺の初はつ恋こいの人にして、俺がネット恋れん愛あいにのめりこんだ原因だ。

　話しかけづらい……。

　見なかったことにして彼女をスルーしようとすると、先生が俺の挙動を見て微笑む。そして笑えみを浮うかべたまま雪奈へと目を走らせた。

「あらぁ、そちらの子もお仲間みたいね。ＧＷに勉強合宿するんだけど、来ない？」

　突とつ然ぜんなに言ってんだこの人!?

　俺がそう叫さけびそうになって必死にこらえていると、雪奈が立ち止まってこちらを見る。

「……合宿？」

「そうよ。お勉強だってできるし、それに──」

　先生はそこまで言うと俺へ目をやり、「お友達と、もう少し打ち解けられるんじゃない？」とかわいらしく小首をかしげる。

　ふっ……先生は雪奈のことをわかっていないな。明るかったころのあいつなら合宿に来たかもしれない。だが今のように人と距きよ離りをとっている雪奈は合宿などに来るようなヤツでは──。

「わかりました。待ち合わせに関してはのちほどメールをください」

　マジで!?

　呆ぼう然ぜんとする中、雪奈は先生と携けい帯たいの番号を交こう換かんしてすぐに立ち去ってしまった。

　一いつ瞬しゆんだけ、俺の表情をうかがうようにこちらへ目を走らせながら……。

「人数も増えてきたことだし、今から合宿が楽しみねぇ」

　雪奈が参加するという衝しよう撃げきがぬぐえない中で、先生のお気楽な声が届く。

　美紅の家にこのメンバーでお泊まりなんて、大丈夫か？

『──ちょっと待ったー！　その合宿、鈴も参加する!!』

　突とつ如じよ、俺の胸むな元もとから鈴の声が上がる……って、胸元!?

「鈴、お前俺になにをした！」

『やばっ……つい声を……』

「ついじゃないわ！」

　俺は叫びながら胸元へ手をやる。

　するとブレザーの裏に小さなピンバッジのような金属がとめてあった。

「お前……まさか俺の制服に盗とう聴ちよう器きをしこんだのか!?」

『うん♡』

「悪気もなく認めるな！」

『だって心配じゃない！　ヒッキーだったお兄ちゃんが学校へ行ってメス豚ぶたどもに囲まれてるだなんて……』

　鈴はそう言うと、泣き始めてしまった。

「……妹さんも、私の家に呼んだらどうだ？」

　美紅が見かねたように漏らす。

「ダメだ。あいつは甘やかすと際限なく──」

『鈴はもう大学を卒業してます☆　せんせー、合宿の役に立つと思いますけどー？』

「あら、凄すごい子なのね。だったらＯＫよ」

「安うけ合いしすぎだし！　つか鈴、さっきまでの涙なみだ声ごえはどうした!?」

　あっさり上じよう機き嫌げんになった鈴の声を聞き、俺は昔の記き憶おくが蘇よみがえる。

　そうだ……鈴のヤツ、たまにウソ泣きするんだった！

　あいつめ、俺の周りに人がいるとわかっててわざと……。

　拳こぶしを震わせるも、みんなはすでに合宿の打ち合わせを始めてしまった。

　雪奈に加えて鈴まで来るとは……合宿、どうなるんだ？




　　　　[image: ]




「エンター☆ピュア」

　放課後になると、俺は緑色のシャツを着ている〝ソラ〟のピュラアバターでピュアランドへログインした。

　平成時代のアキバをモチーフにしたエリアへ行くと、プレーヤーたちがわきあいあいと話している姿が見える。

「この前偶ぐう然ぜん見たサイトに好きなキャラの魔ま改かい造ぞうフィギュアがのってて鬱うつなんだ……」

「どんな？」

「純じゆん朴ぼくでおとなしい子なのに、Ｍ字開かい脚きやくのアヘ顔ピース状態で穴という穴にいろんなものを挿い──」

「ギルティィィ！」

　みんな顔見知りのピュラが増えたのだろう。そこら中で話が盛り上がっていた。

　俺はその様子を尻しり目めにメール機能を立ち上げ、文章の打ちこみを始める。これは前回行った純愛イベントの優勝賞品なのだ。





SORA:しかし盗聴器とは……鈴にもまいったもんだ

SEPHIA:ソラはずいぶん妹さんに愛されてるのね[image: （*´∀｀）]

SORA:それはいいんだが、あいつこのままじゃ「鈴もピュアランドやるー！」とか言いだしかねんぞ

SEPHIA:ピュアランドは純高生たちのＳＮＳだし……さすがにそれは[image: (^-^;)]






　メール機能と言ってもほとんどテキストチャットのようなものだ。

　俺が今メールをしている相手はセフィア。お姫ひめ様さまのような恰かつ好こうをしたピュラで……正体は美紅だった。

　このメール機能は、一度会ったことがあるピュラなら誰だれにでもメールが送れる。ただしこの機能が解禁されているのは俺とセフィアだけなので、俺たちからメールをもらった他ほかのピュラはそのメールに〝返信〟ができるだけだった。

　俺はセフィアのメールを見ると、ふと横にいた羽根付きシルクハットで決めた猫ねこ耳みみの男──ルーガスへ目を向ける。

「そういえば歩貴……いや、ルーガス。お前まさか鈴にピュアランドへの招待メールを送ってないだろうな」

「さすがにそこまではしないさ。何度も何度も頼たのまれたがね」

「やっぱり入会するつもりだったのか！」

「クラッキングされて知らない間に不正入会されていた……とかならないよう、気をつけろよ」

「当たり前だ！」

　まったく……油断ならないヤツ。





SEPHIA:それはそうと、純愛力について確かく認にんするための新規フィールドって……どんなもの作るつもり[image: ('-'*)]？

SORA:まだ決めてないな

SEPHIA:だったら、七つの大罪に絡からめた試練を用意した『ギルティ・セブン』なるフィールドを立ち上げましょう[image: (^O^)/]






　そのメッセージを見た瞬しゆん間かん、俺の背筋に悪お寒かんが走る。

　セフィアは前回の純愛イベントで、百八もの試練を用意した超ちよう級ラビリンスを作った猛者もさだ。というかそのラビリンスで俺は死ぬ思いを何度もした。そんなセフィアにフィールド作製を任せたら……。

「シャレにならんからやめろ！」

　俺はつい声を上げてしまう。すると後ろから「せっかくメールしてるんだから、喋しやべっちゃダメでしょ」と声が聞こえた。

「きみたちはさっきからなぜ背中合わせでメールをしている」

　ルーガスがため息をつきながらこちらを見る。

　それを目にして俺はばつが悪そうに後ろを見ると……かわいい唇くちびるをとがらせたセフィアがいた。

「せっかく手に入れた機能なんだもん。楽しみたいじゃない」

「だよな」

「……お熱いことで」

　ルーガスがしかたなさそうにメガネの位置をなおしたそのとき、俺の目の前に人ひと影かげが現れる。エリア検けん索さくでここへ来たのだろう。その人影はこちらに気づかず一歩踏ふみ出し──。

「きゃっ！」

「熱っっ！」

　いきなり、俺の服に紅茶をこぼされてしまった。

　慌あわてて上着を脱ぬぐ中で視線を上げると、俺に紅茶をこぼしたのは振ふり袖そで袴はかま姿すがたの少女……アオイだった。

「な、なんでアキバエリアなの!?　オモテサンドーのカフェテラスを選んだのに……」

　アオイは状じよう況きようがのみこめておらず、一人で混乱している。

　そしてこぼれた紅茶に気づくと、「ご、ごめんなさい。これで拭ふいてください」と焦あせってハンカチを差し出してくる。

「あ……」

　俺を見た途と端たん、気まずそうに漏もらして目をそらすアオイ。

　ハンカチを差し出されたまま、俺たちは黙だまって向かい合う形となった。

　……俺は前回の純愛イベントで、彼女が止めるのも聞かずセフィアのもとへと向かった。その後ろめたさで言葉が出ない。アオイもきっとそのことを気にしているに違ちがいなかった。

「あの……ハンカチ。紅茶、ごめんなさい」

　アオイはそれだけ言うと俺へブルーのドット柄がらのハンカチを押しつけ、エリア検索画面を出す。

　──お前は俺の正体を知ってるのか？

　そのひと言がどうしても喋れない。

　アオイは以前、俺のことをリアルの名である「翔」と呼んだかもしれないのだ。だがそんなアオイをおいてセフィアのもとへ向かった俺が、今さらそのことを確認するのは……。

「それ、返さなくていいから」

　アオイはメール機能を立ち上げている俺とセフィアをちらりと見ると、そうつぶやいて別のエリアへ消えてしまう。

　俺はいつの間にか紅茶の熱さも忘れ、ブルーのハンカチをじっと見つめていた。




　次の日。アオイとまともに喋り損そこねたことが妙みようにしこりとなっていた俺は、白のロングコートをまとったメシアのピュラでログインした。

　そしてシックなダークブラウンの壁かべに囲まれた管理者用の執しつ務む室へ移動した。

「アオイはピュアランドへログインしているかな？」

　そう言いながら椅い子すに座ると、空中へ手を伸のばして複数の画面を展開し、ピュアランド内の様々な場所を映し出した。

　だが……なかなかアオイが見つからない。

　そしてそれは、次の日も同じだった。

「う～む。ログインしてないのか、画面から漏れているのか……」

　俺はひとしきり悩なやむと、意を決してメシアのままエリアを回り始める。

　すると白いワンピースを着た小学生くらいの女の子が、川辺のエリアで一人考えこんでいる姿が目に入った。ココロだ。

　しかし……彼女は天てん真しん爛らん漫まんでいつもみんなと遊んでいるような子である。今日はどうしたというのだろうか。

「珍めずらしいな。一人でおとなしくしてるなんて」

　俺が言いながら彼女の横へ座ると、やっと俺に気づいたらしく「あ、メシア様」とこちらへ目を向ける。

「元気がないぞ。ほんと、どうしたんだ」

「うん……ちょっとリアルでいろいろあって」

「リアルか。このピュアランドではそういうしがらみを捨てて楽しんで欲しいものだが、完全に切り離はなせるものでもないな」

「そうだね。でも悩んでるっていうのとは少し違うの。ちょっと慣れないことをして、どうしようかなって思ってて」

「慣れないことか……ギルティだったら許さんぞ？」

　まるで子供に言い聞かせるように俺が微笑ほほえむと、ココロは頰ほおを膨ふくらませて「わたしそんなことしないもん！」とすねる。

「わかってるさ。ココロは素す直なおでいい子だからな」

　その言葉を聞いて、彼女はばつが悪そうに苦笑いをする。

　……ピュアランドでは本人の純心がもろに表面化する。ココロも、リアルでは今と違った一面を見せているのかもしれない。

　俺が考えこんでいると、少し離れたところから「「メシア様～！」」とたくさんの黄色い声が聞こえる。

　目を向けると女戦士や女賢けん者じやといったベタなＲＰＧ風の恰好をしたピュラたちが五人ほどこちらへ駆かけ寄ってきていた。

「メシア様、私たちと一いつ緒しよに冒ぼう険けんの旅へ出かけましょうよ」

「私、メシア様と剣けんのお稽けい古こしたいわ」

　彼女たちはそう言って俺の取り合いを始める。

　真面目まじめそうな女賢者の胸は柔やわらかくも俺に当たり、筋肉質な女戦士の胸は弾だん力りよくに富んで俺の腕うでを押す。いや、踊おどり子などにいたってはもともと露ろ出しゆつ度どの高い服を着ているために胸の柔やわ肌はだがそのまま押しつけられて──。

「明らかにギルティだろうが！」

　俺は叫さけんでその場を離れようとするも、女戦士に腕をつかまれて逃にげられない。

　そんな中、川辺の向こうにまたしてもコテコテの恰好をしたピュラが現れた。お姫様のような姿で、頭にかわいらしい王おう冠かんをつけた少女……ってセフィアじゃん。

　彼女はこちらを眺ながめたままその場で棒立ちになっている。

　まるでテレビ画面の向こうを眺めるかのように目の前の光景と距きよ離りをとった態度。

「……楽しそうね……」

　そっと漏らされた冷たい言葉は、しかし俺の耳へ明確に入り背筋に悪寒を走らせる。

「た、楽しくないぞ！　困ってるんだ！」

「へ～」

「メシア様～。困ってるだなんて悲しいです～」

「私たち、メシア様に純愛のご指導をして頂きたいだけなのに～」

　ビシッッ。

　いつの間にかセフィアが茨いばらのムチを手に握にぎり、打ち鳴らしている。

「メシア様がピュアランドでハーレムしてるなんて、やっぱり見過ごせないわ」

　そう言うと、セフィアは目に妖あやしい光を宿しつつムチを打ち鳴らしてこちらへと近づいてきた。

　ヤバい！

　反射的にそう思って俺の腰こしが引けた途端、ココロが「ケンカはダメだよ☆　みんなで楽しく遊ぼ♪」と笑え顔がおではねながら言う。

「け、喧けん嘩かって……」

　ココロの純白な言葉で我に返ったのか、セフィアはこちらの前で戸と惑まどったように立ち止まる。そんな彼女へココロは「どんな遊びをしよっか？」と楽しそうに話しかけた。

　そして、ココロの天真爛漫な雰ふん囲い気きに引き寄せられるようにして、俺の周りにいた少女たちもその話に加わる……。

「いつものココロだな」

　俺はつぶやくも、彼女の物思いが吹ふき飛んだわけではないだろう。ココロはきっと自分の調子が悪いときでも他人を気づかえるピュアガールなのだ。

　それからしばらく、俺はココロの様子をじっと眺めていた。




「はぁ……。アオイ、ほんとに見つからないな」

　メシアでピュアランド内を回った次の日、俺はソラに切りかえて再び辺りを巡めぐっていた。

　しかしどこへ行ってもアオイが見つからない……。

　俺は再び川辺のエリアを訪おとずれ、アオイがくれたブルーのハンカチを眺める。

　彼女と一度ちゃんと話したい。

　だがたとえ会えたとして、俺は聞きたいことをちゃんと聞けるのだろうか……？

　そこまで考えたとき、急に川の真上に人影が出現する。

　そしてその人影は重力によって下へ落ち──突とつ然ぜん、川でおぼれてしまった。

「な、なんで川の上に移動するの!?　それにこの川、体がうまく動かない……」

　急なことで混乱しているのか、川に落ちた人はバチャバチャと水を鳴らして叫ぶ。

　振ふり袖そで袴はかまが水を吸って動きづらいのだろうか。人影は完全に溺おぼれているように見えた──って、振袖袴？

「アオイじゃないか！」

　俺は声を上げるとすぐに助けに向かう。

　そして川に入ろうとしたそのとき、一つ、大事なことを思い出した。

「アオイ……この川は、死ぬほど浅いぞ」

「え？」

　俺の言葉を聞いて動きを止めたアオイは、そっと立ち上がる。

　すると川の水は彼女の膝ひざ下したくらいまでしかなかった。

「泳ぐ泳がない以前の問題だったな」

　俺の言葉を聞いて、アオイが一気に赤面する。

　彼女は慌てて言いつくろうように、「そ、それで体がうまく……というか私はこんなエリア選せん択たくしてない……」と口の中でつぶやく。

　普ふ段だんは清せい楚そでおしとやかなアオイが、最近妙にドジを連発している。だがそのギャップがかわいらしかった。

　そんなことを考えて微笑んでいると、俺は自分が手に持っていた物に気づく。

　返さなくていいと言われた物だが、今なら素直に返せる気がした。

「あの……ハンカチで足りるかな？」

　全身びしょ濡ぬれのアオイへ向けて、俺は彼女から借りていたハンカチをそっと差し出した……………………………………………………………………………………………………。

　二人で川辺に座り、アオイはハンカチで顔を拭ふいていた。

　そんな中で彼女の服はすでに乾かわき始めている。おぼれてからまだ数分しか経たっていなかったが……これがバーチャル空間のいいところだ。

「最近、あまり見かけなかったな」

「まだ次の純愛イベントが始まってないから」

「そうか。しかしもうすぐＧＷだからそろそろ発表があるかもな」

「そうね」

　どこかぎこちないが、ほんの少しだけ以前のように話せている気がする。

　こう言ってはなんだが……アオイのドジに感謝だ。

「魂の恋人ソウル・ラヴアー探し……進むかしら」

　アオイはハンカチを眺めつつため息まじりに漏もらすと、そっと立ち上がる。

　そしてこちらを向くと、「正直、あなたとはもうピュアランドでまともに話せないとあきらめてた」とわずかに笑みを浮うかべた。

「俺もさ。でも、早めにハンカチを返せてよかった」

「ほんと……こんな形で返してもらうなんてね」

　その言葉で、俺たちは互たがいに微笑み合う。

　だがその笑みの裏で俺は一つのセリフに引っかかっていた。

『──あなたとはもうピュアランドでまともに話せない』

　それはつまり、俺たちはリアルで話しているということなのか？

　やはりアオイは以前、俺のリアルの名を叫んだのか？

　胸の内に浮かぶ様々な疑念はあった。

　だがもし今それを口にすればアオイはまた俺と距離をとってしまう……そんな気がして、せっかくの笑みを崩くずせなかった。

「またね」

「あぁ、またな」

　それだけ約束して俺たちは別れた。

　もうすぐＧＷになり、βテストが始まる。

　もしかしたらその中で答えが見つかるかもしれない。

　そんな期待を胸に、俺はそれから数日間βテスト用のフィールド作りにいそしんだ。

　そしてついに、俺たちのＧＷが始まる。
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[image: 堂々と見たからギルティじゃない！]
















　ＧＷは五日間ある。

　その一日目となる今日、俺たちは美み紅くの家へ泊とまりに行く準備をしていた。

「お兄ちゃん、この服なんてどう？」

　リビングで準備を進めていた鈴りんは、俺の後ろから声をかけてくる。

　振ふり返ると……そこには、ハート柄がらのついた薄うす紫むらさき色の下着姿で立つ鈴がいた。

「ぶっ……服着ろ、服！」

「だってメス豚ぶたどもに下着でなめられたくないんだもん」

「誰だれもそんなところ見ないから！」

「万が一ってこともあるじゃない。ねーお兄ちゃんはこの下着、好き？」

　鈴は甘い声を出すとこちらへ近寄ってくる。

　さすが板胸と言うべきか、ブラジャーのサイズが合っていないせいで見おろすと淡あわく盛り上がった胸とピンク色の突とつ起き物が──。

「お前、スポーツブラにした方がいいんじゃないか？」

　俺は真顔で言い放つと、自分の用意をするためにリビングを出始める。

「お兄ちゃんのバカー！　下半身大だい丈じよう夫ぶなのー!?」

　後ろから、鈴の泣なき叫さけぶ声が響ひびいていた。

　部屋に入った俺はＡＲメガネをかけて合宿打ち合わせ用のルームをのぞく。





MIKU:車で迎むかえに行くから、十五時に校門前に集合してくれ

HOTAKA:おｋ

NAGISA:は～い[image: (^O^)/]

YUKINA:わかった






「って、ちょっと待てぃ！」

　俺はチャットを途と中ちゆうまで読み、思わずツッコミを入れる。

「なんで雪ゆき奈ながこのチャットに招待されてるんだ!?」

　冷ひや汗あせをたらしながら漏らすも……よく考えてみれば、雪奈だって合宿に参加するのだ。このルームに招待されていて当たり前だった。





NAGISA:ところで、雪奈ちゃんと話すのはひさしぶりだね♪

YUKINA:中学ではクラスが遠かったから

NAGISA:小学校のころはもっと普ふ通つうに話してた気がするけど、いつの間にか疎そ遠えんになった気がする[image: (;_;)]

HOTAKA:

YUKINA:気のせいよ

NAGISA:そうかな。確か、翔かけるが引きこもりになった辺りからのような……

HOTAKA:






「歩ほ貴たか、ノーコメントうぜーし！」

　俺は知らず全力で叫んでしまう。

　歩貴は俺の過去をすべて知っているが、渚なぎさは俺と雪奈の間になにがあったのか知らない。というか言いたくない。

　歩貴のことだ……それらの事情をふまえたうえで、俺がこのチャットを読むことを想定していやらしいノーコメントを入れたのは明白だった。

「今から合宿が不安だ」

　女の子の家に泊まるというだけで未知の体験なのに、あの雪奈と同じ空間で寝ねるだなんて……。

「うぉぉぉ……合宿、断ればよかった！　家に引きこもってネトゲしてた方が何倍も気楽だぞ!!」

　俺がうめいていると、新着のコメントが表示される。





NOHARA:待ち合わせの時間、了りよう解かい☆

MIKU:先生キタ━[image: (ﾟ∀ﾟ)]━！　あとは夜よ空ぞら家がこのログを確かく認にんしてくれれば予定が確定するな

HOTAKA:先生、保健体育のご指導よろしくお願いします

NAGISA:あんたが言うといやらしいのよ！　それにしてもネット廃はい人じんの翔にしてはコメントが遅おそいわね……






「詰つんだ……」

　この流れで「やっぱり俺、引きこもるわ」なんてコメントしたら大だい炎えん上じよう確定だ。

　俺は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔になりながら「夜空家も了解」と書きこむと、肩かたを落として荷物の最終確認を始めた……………………………………………………………………。

　鈴にベタベタまとわりつかれながら校門前へ行くと、みんな時間ピッタリに制服姿で集まっていた。

　美紅の家はお堅かたいため、先生同どう伴はんの合宿とはいえ遊びに行くような恰かつ好こうで男が泊まりにくるとさすがに親が怒おこるらしい。

　みんなはすぐに美紅のリムジンにのりこんでいたが、城じよう之の森もり家の財力を初めて目まの当たりにした鈴は「り、鈴だって本気で稼かせげばこんな車くらい買えるんだからね！」と息巻く。

「夜空家はいつだって本気の方向がおかしいのよ」

　渚がそうため息をつくと、鈴はむくれて黙だまりこんでしまう。

　ま、車内が静かになっていいな。

　美紅の家に着くと、まず俺の身長の三倍くらいある大きな門に迎えられた。

　格こう子し状の門であるため奥が見み渡わたせたが……敷しき地ちの終わりが見えない。

　おそらく学校と同じくらいの敷地面積なのではないだろうか。

　俺と同じく呆ぼう然ぜんと美紅の家を眺ながめている庶しよ民みん派リア充じゆう渚へ向かって、俺はぼそりと口を開く。

「俺、こんな広い空間で寝られる自信がないぞ」

「なに『枕まくらがかわったから寝られない』みたいなこと言ってるの。こんな所に泊まれるなんてめったにないわよ」

「家はせまいに限る。俺のゴーストがそうささやいている」

「なんでよ？」

「ほぼ動かずにすべてができるからな」

　堂々と言い切ると、渚は頭を押さえて「ダメだこいつ早くなんとかしないと」とうめく。

「ゲストハウスまで車で送る。もう少しのっていてくれ」

　美紅の言葉とともに門が開き、車がゆっくり発進する。

　このまま直進すれば西洋の豪ごう邸ていのような横長の大きな家に着く。だが車は脇わき道みちにそれて三階建てのガラス張りの家へ向かった。

「ここがゲストハウスか」

　俺は車を降りてガラス張りの家を眺める。

　ゲストハウスとはいえ、俺の家より大きい。もし美紅のことを知らずにこの家を見たら、「こんな海外セレブドラマに出てきそうなリア充ハウスなどに泊まれるか！」と叫んでいたことだろう。

　一階に入ると俺たちはさっそくガラス張りのリビングに通された。

「ここで勉強しようと思う。女子の部屋は二階。男子は三階だ」

　その言葉を聞いて俺たちはまず部屋へ荷物を置きに行った。一人一部屋あり、まるでホテルのスイートルームのように広い。

　そして勉強道具をもってリビングへ集まると、みんなでオフホワイトの長机を囲んで椅い子すに座り、勉強会が始まる。

　野の原はら先生はみんなを見回すと、「猫ねこ谷たにくんは理数系が得意だけど古文が苦手。深み山やまさんは国語は完かん璧ぺきだけど化学がダメダメ。城之森さんは全ぜん般ぱん的に優ゆう秀しゆうだったわね」と微笑ほほえむ。

「鈴も全部できます。大卒ですから」

　得意気に鈴が喋しやべるのを聞くと、先生は「じゃあ私はなにもしなくていいわね」と微笑む。

「おい、先生だって大卒の大人だろ。さぼらないで勉強を教えてくれ」

「いやむしろ先生は保健体育だけでいい──」

「変態は黙ってろ！」

　俺と歩貴のかけあいを見て先生は笑うも、「人に教えることは、自分自身の勉強にもなるのよ」と逃にげる。

　先生……なにしに来たんだよ。

　内心でつっこむ中、机の前にある椅子に座って息を吐つく渚が見える。

「妙みように疲つかれてないか？」

「水泳部の練習を終わらせて、そのまま来たから」

「まさか合宿の間も部活があるのか？　テスト前は普通休みだろ」

「水泳部は少しだけ練習してるわ。あたしはそのあとも自主練してるだけ」

「お、おう……」

　当たり前のように無理を言う彼女へ、どん引きぎみの声が出る。

　なんか……渚が変にがんばるの、当たり前の光景になってきたな。

「じゃあみんな、お勉強を始めましょぉ」

　先生の声でみんなが一いつ斉せいにノートを用意し、勉強を始める。

「──翔、その計算はそもそも公式が間ま違ちがっているぞ」

　勉強開始直後に俺が悩なやんでいると、右みぎ隣どなりに座っていた美紅がさっそくツッコミを入れる。

　それだけならよかったのだが……。

　化学を勉強していると向かいに座っていた歩貴から「なんで物質の三態が『変態・紳しん士し・神』なんだ。というか普通はないのか、普通は」などとつっこまれ、現代社会を勉強していると左ひだり隣どなりに座っていた渚から「なんで日本の首都が『第三新東京市』なのよ。明らかにアニメの知識でしょ」などとつっこまれ……散々だった。

「お、お前らなんで俺を狙ねらい撃うちに……」

「この中で一番ダメなのが翔だからに決まってるでしょ！」

　渚の容よう赦しやないひと言が胸に刺ささる。

　ぐぬぬ……ピュアランドの運営で忙いそがしかったんだから、勉強などできなくて当たり前だ。

　そう思い、比ひ較かく的てきなんとかなりそうな国語を勉強し始める。

「翔くん、『疾しつ患かん』を『失禁』って間ま違ちがえてる」

　……なぜか、歩貴の横に座っていて俺のノートなど見えないであろう位置にいた雪奈からもつっこまれた。

　も、もうダメだ……。

「少し休まないか」

　疲れきった声で漏もらした俺の言葉を聞き、先生が「そうね、休きゆう憩けいしましょう」とうなずいてくれる。

　すると美紅がどこかへ内線をかけた。

　そしてしばらく待つと燕えん尾び服ふくを着た執しつ事じがコーヒーとお菓か子しを持ってきた。

　俺はコーヒーを飲みながら、ふと勉強の最中ずっと黙っていた鈴へ目を向ける。

「お前、なんで勉強に参加しなかったんだ？」

「だってお兄ちゃんより勉強できるところ見せたら、お兄ちゃんが鈴をかわいがってくれなくなるかもしれないもん」

「お前より勉強できなくて悪かったな！」

「いや、翔の場合は鈴さまがどうこうという次元を超こえてたな」

　歩貴がコーヒーを飲みながら冷静につっこむ。

　それを見て渚が息を吐きながらこちらへ目を向ける。

「あんたよく高校に合格できたわね」

「三ヶ月間、死ぬほど勉強したからな」

「それで合格したの!?」

「高校に通えないとピュアランドを作った意味がないだろ」

「……本物のバカだわ」

　渚は頭をかかえて漏らすと、真面目まじめな顔でこちらを見る。

「ねぇ、ピュアランドをやる時間を少しは勉強に向けたら？」

「それこの前も言ったな」

「だって……」

　渚はそう言うと、ちらりと美紅へ目を走らせる。そしてなにか言いづらそうに口ごもってしまった。

「ん？　私は勉強をがんばるのは賛成だぞ。勉強もがんばる。魂の恋人ソウル・ラヴアー探しもがんばる。それでいいじゃないか」

「だよな」

　うなずく俺へ向かって、「だからあんたはまず勉強をさぼってるでしょ！」と渚が声を上げる。

「……違ちがう」

　そのとき、不意に雪奈がつぶやく。

「渚さんが心配してるのは、きっとそういうことじゃない」

　雪奈は意味ありげに言うと渚をじっと見つめる。

　まるで渚をいたわるように、優やさしくて悲しい瞳ひとみで……。

「な、なんなんだ？」

　俺が戸と惑まどいの声を上げるも、渚や雪奈は黙ったままだった。

「わたし……渚さんの気持ち、なんとなくわかる」

　雪奈はそれだけ言うと、黙って勉強を再開し始めた。

　みんなは戸惑いながらもそれにならい再び勉強を始める。

　そして……勉強合宿は静かに進んだ。
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　ピィピィ。

　ピィピィ。

　高原エリアに小鳥のさえずりが響ひびいている。

「いい空気だね～。ピクニックみたい♪」

　ココロは辺りにいたみんなへ目をやると、楽しそうに駆かけ始めた。

　ここは純愛力について調べるために作った新規フィールドだ。純愛力という謎なぞのパラメーターについて調べるには純愛力を上げるのが一番。ということで修しゆ行ぎよう。修行と言えば山……といった流れで思いついたエリアである。

「ピュアボーイ・ピュアガールの諸君。きみたちにはこの山に用意された数々の修行イベントをクリアしてもらい、純愛力を高めて欲しい！」

　メシアのピュラでログインしていた俺は、十名ほどのピュラへ向かって力強く言う。

　プレーヤーの中でもとりわけピュアそうな者たちを選び、招待した者たちだった。

「メシア様～。私を招待してくださってありがとうございます」

「私も！　嬉うれしいですわ」

「あたしだって……！」

　少女たちは俺に招待されたことが心底嬉しいのか、瞳を潤うるませてこちらへ駆け寄ってくる。

「こ、こら。ここは純愛力を高めるためのフィールドだぞ。あまりチャラチャラしてはいかん」

　またハーレム状態になりそうだったのでつい腰こしを引きつつ漏らす。

　俺はそのまま「諸君らの健けん闘とうを祈いのる！」と声を上げると、逃げるようにソラのピュラへと切り替かえた。

「ほんと、お疲れさまね」

　慌あわただしくピュラを切り替えた俺を見て、セフィアがぼそっとつぶやく。

「ＧＷ中の新規フィールドについては、急に思いついたことだからな。ドタバタするのもしかたない」

「ドタバタしたのは、私の『ギルティ・セブン』を不採用にしたからでしょ」

「七つの大罪なんて無理あるだろ。だいたい『暴食』なんて恋れん愛あいと関係ないし、『色しき欲よく』なんてフィールドの存在自体アウトだろ」

「そんなの、私の手にかかれば誰だれ一人としてクリアできない難なん攻こう不ふ落らくのピュアイベントになるわ」

「お前が関かかわるとそうなるから不採用にしたんだ！」

　俺の言葉を聞いてセフィアは不満そうに頰ほおをふくらませる。

「覚えてなさい。いつか私の考えたイベントをねじこんであげるんだから。……それはそうと、よくフィールド作りが間に合ったわね」

「鈴にも少し手伝ってもらったんだ」

「──あの鈴さまがよく素す直なおに手伝ったな」

　近くにいたルーガスが、メガネに手をそえながら考えるように言う。

「兄想おもいの妹だからな。こころよく引き受けてくれたぞ」

「ほう……」

「──あ、ソラくんだ」

　俺を見つけたココロが、嬉しそうにこちらへ駆けてくる。

「ねぇねぇ、早く修行イベントにチャレンジしようよ～」

「そうだな。純愛力を上げる必要があるからな」

　俺はうなずくと、みんなと一いつ緒しよに近くの林道へ向かう。

　歩いて五分ほどすると道が開け、木こ漏もれ日びの中に大量の水しぶきと轟ごう音おんが鳴り響いていた。滝たきだ。

「ここは滝行イベントだな」

「滝行とは……意外と普ふ通つうのイベントだな」

「メシアが作ったんだから、普通じゃない部分もあるんじゃないか？」

　俺は口の端はしを上げると、「さっそくチャレンジしてみよう」と滝の下へ行く。

　ドドドドド……。

　流れ落ちる水の圧力もさることながら、滝の音が大音量で耳を責める。

　最初はドドドと鳴り響いていた音だが……しだいに「ＧＷ♪　デート♪　遊びに出よう☆」など意味のある音を奏かなで始めた。

　それを聞いたココロが「わぁ、滝さんが喋しやべった！」と驚おどろきの声を上げる。

「ふっ……この滝は雑念を奏でる滝のようだな。つまり俺たちは滝から『今ＧＷだけどリア充じゆうみたいに現実世界で乳くり合いたくないの？』などと煽あおられる中、心を空にして解げ脱だつしなければならないというわけだ」

「説明ゼリフ乙おつ」

　セフィアはバッサリ言うと、俺にならって滝行を始める。

『ＧＷにネトゲ？　なに、ヒマなの？　リア友いないの??』

　イラッ。

『貴重な高校時代のＧＷ、ネトゲで過ごしてていいの？』

　イライラッ。

『ねぇ本当にいいの？』

　イライライラッ。

「うるさいわね……私は好きでネトゲしてんのよ！　なんで滝ごときに文句言われなきゃいけないの!?」

　セフィアは叫さけぶと「こんな滝破は壊かいしてやる！」と流れ落ちる水に向かってムチを振ふるい始めた。

「無む駄だなことを」

　俺は笑えみを作るとさらに修行を続ける。

　しょせん俺とＡＩＴＯでは格が違ったか。ピュアランドの創設者たる俺ならこの程度の雑念、そよ風のようなもの。心を空にしてなにも考えず、ただあるがままを受け入れて瞑めい想そう状態に入る。

『……妹……』

　妹？

『妹萌もえ萌え。板胸最高。甘いミルクの匂においくんかくんか』

　板胸？　くんかくんか？

『さぁ、リピート・アフター・ミー。板胸最高。妹のちっぱいちゅぱちゅぱ』

「板胸最高。妹のちっぱいちゅぱちゅぱ」

『ベッドの上で「お兄ちゃん」って甘えられたい』

「ベッドの上で『お兄ちゃん』って甘えられた──」

　ゴツッ。

「なに垢あかＢＡＮどころか牢ろう獄ごく行きの妄もう想そうたれ流してるのよ！」

「痛っ……どうしたんだセフィア」

「自分がなに言ってたかわかってないの？」

「妹のちっぱいちゅぱちゅぱ──って、あ！」

　瞑想状態から抜ぬけ出した俺は、自分のセリフを思い出して赤面する。

「こ、これは……鈴のしわざか!!」

　そう怒ど鳴なるとすぐにメシアへと切りかえ、新規フィールドにいるユーザーへ向けて『緊きん急きゆうサーバーメンテ』の告知を出した。
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「あ、お兄ちゃん！　妹が恋こいしくなってさっさとピュアランドをやめたの？」

　ログアウトしてＡＲメガネを外すと、鈴がいきなり俺に抱だきついてくる。

「お前を叱しかりに戻もどって来たんだ！」

「えー、なんで叱られるのー」

「変なプログラムを組んだだろ！」

「変じゃないもん。お兄ちゃんの純愛力を高めるために、心の内に眠ねむる妹萌えを目覚めさせようとしただけだもん」

「そんなのいらねーし！」

「ひどーい」

　鈴はそう言うと急に泣き始めてしまった。

「翔……妹さんを泣かせるのは感心しないな」

　サーバーメンテでログアウトした美紅が、ため息をつきながら漏もらす。

「そうだぞ。鈴さまだってよかれと思ってやったことなんだぞ」

　歩貴が笑いをこらえるように唇くちびるを結びながら言う。

「おいおい……なんで俺が悪者になってるんだ。あいつのはウソ泣きだぞ」

　戸と惑まどいながら喋ると、鈴がここぞとばかりに泣き声を大きくする。

「ふえーん。鈴だってピュアランドしたいんだもん。ふえーん」

「それはいくらなんでも無理だろ」

「ふえーん。せっかくひさしぶりに会ったのに、お兄ちゃんネトゲ廃はい人じんすぎて鈴にかまってくれないんだもんー」

「う……それはすまん」

「じゃあ今夜は一緒のお布ふ団とんで寝ねてー」

「そうだな」

「それはギルティでしょ！」

　せっかく兄妹きようだいが仲直りをしようとしていたところへ、渚の鋭するどいツッコミが入る。

　しかし鈴はさっきまでの涙なみだなどあっさり忘れたように目を細めると、勝ち誇ほこったように顔を上げた。

「兄妹で仲むつまじく寝ることの、どこがギルティなの？　リア充の渚は汚けがれた妄想しかできないのかしらね」

「汚れた妄想だなんて……」

「だったらわかるわよね。これはあくまで家族愛。ゆえにピュア！」

「なっ……」

「ふむ、家族愛ならＯＫだ」

　全力で言い切る鈴を前に、美紅があっさり納なつ得とくする。

「鈴さまは脇わきに置くとしても、翔なら万が一もないだろう。一緒におねんねで手打ちにしておいた方がいいと思うぞ」

　歩貴はうなずくと、「これ以上ピュアランドのことで揉もめるとプレイに影えい響きようが出そうだしな」とつぶやく。

「歩貴まで……」

　周りの意見に圧された渚は、「もう、勝手にしなさいよ！」と声を上げる。

　そして上じよう機き嫌げんになった鈴の協力を得てプログラムを直した俺は、小一時間ほどでサーバーメンテを終えてピュアランドを再開した。
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　緊急でメンテをしたため、滝行イベントをしていたみんなと待ち合わせをし損そこねてしまった。どう集まったものか……。

　少し考えこんでいると、セフィアからメールが届く。





SEPHIA:そろそろ夜の七時ね。晩ご飯、どうする？

SORA:飯の時間か……しかしせっかくメンテが終わったことだし、まだプレイしたいな

SEPHIA:そう言うだろうと思って、食事は各自で自由に食べられるよう執しつ事じの石いし田だへ申しつけておいたわ

SORA:それはありがたい。合宿のメンバー全員がピュアランドをしているわけでもないからな






　いつもなら自分で勝手にネトゲして勝手に飯を食うが、団体行動ともなればそうはいかない。当たり前のことだが、こういう会話をしていると自分が引きこもりをやめたんだと実感する。

「──なに一人で物思いにふけってるんだい？」

　ふと後ろから声がしたので振り返る。

　そこにいたのはウサ耳をはやしたブレザー姿の少女だった。確か……前回の純愛イベントで少しだけ会ったことがあるピュラだ。

　彼女は手に持っていた懐かい中ちゆう時計を見ると、「ずいぶん中ちゆう途と半はん端ぱな時間にメンテが終わったね」と微笑ほほえむ。

「メシアにも事情があったんだろ」

「かもね。しかし前回のイベントで有名になったソラとお話できるなんて光栄だよ」

「良くも悪くも有名になったな」

「悪い方って、いろんな女の子に声をかけてたことかい？　恋れん愛あいに慣れてない男の子が必死にがんばってる感じでボクは好きだったけどね」

「ほめてんだかけなしてんだかわからんぞ」

　俺は言いながら彼女のプロフィールを確かく認にんする。





　名前……アニル

　ひと言メッセージ……火傷やけどしちゃうよ？

　純心……××






「火傷って……ギルティ臭しゆうプンプンだな！」

「メシア様に垢ＢＡＮされてないんだから、まぎれもなくピュアさ」

　う～む。以前少しだけ彼女を見たとき知性的な感じがしたのでこの新規フィールドに招待した。なにか目立ってギルティな行動をしているわけでもないし……。

「その微び妙みように疑ってる視線、やめてくれないかな」

「いろんなピュラを見てきたが……お前、なんか違い和わ感かんがあるな」

「ソラほどじゃないけどね」

　アニルは肩かたをすくめると、思い出したように口を開く。

「しかしソラはセフィアとずいぶん仲を深めたみたいだけど……恋愛っていうより、戦友っていうか強い友情の絆きずなみたいな関係に見えるところがあるね」

　……そう、なのか？

　よくよく考えてみれば、セフィアとは「ＡＩＴＯ」としてつき合った期間の方が断然長い。ことピュアランドで話すとよけいにＡＩＴＯと喋しやべっているような気分になる。

「う～む。男女の機き微びはわからんが、そういうものなのか？」

「悪い雰ふん囲い気きじゃないと思うよ。ただ……」

「ただ？」

「今の状態なら、まだソラの魂の恋人ソウル・ラヴアーが誰だれかわからないね」

　アニルはそれだけ言うと、「まぁがんばってくれよ」と俺の前から去ってしまった。

「ほんと、あいつ何者だ？」

　首をかしげるも、アニルとの会話が頭から離はなれない。

　俺は、リアルでは恥はずかしくて美紅とうまく喋れない。ピュアランドではセフィアと気がねなく喋れるが、戦友たるＡＩＴＯとのかけあいみたいになってしまう。

「恋愛って難しいな」

　思わずため息まじりの声が漏れる。

「とはいえ……考えてもしかたない。それに今はＧＷ中に純愛力を高めるのが先決だ」

　俺はそう言うと再び滝たき行ぎようエリアへ向かった。

　心に雑念がわいているときは滝行に限る。

　流れ落ちる大量の水はまるで俺の雑念を根こそぎ打ち払はらうかのような圧あつ倒とう的な力をもって体へ降り注ぎ──。

　ゴンッッ。

　突とつ如じよ、丸太に打たれたような衝しよう撃げきが頭に走る。

　俺はそのまま意識を薄うすれさせ、滝たき壺つぼの中でプカプカと漂ただよい始めてしまった。

　まるで木の葉のように滝壺の中をぐるぐると上下する感覚が気持ちいい。酸素がないせいで頭もぼーっとしてきた。あぁ……このまま意識を極限まで薄れさせれば俺も解げ脱だつできるのかな──。

「って、ヤバいだろ！」

　死の淵ふちからギリギリはい上がった俺は滝壺を抜ぬけて叫さけぶ。

　そして前へ目を向けると、黒くろ髪かみの少女が浮ういているのが見えた。

「な……死人!?」

　なるほど。俺の頭に当たったのは丸太ではなく死人だったのか……っていやいやいやピュアランドで死人はまずすぎる！

「こういうときはどうしたらいいんだ……垢あかＢＡＮか？　でもそれ死体遺い棄きっぽくて後味悪いな。とはいえこのまま放ほうっておくわけにもいかないし……うぉぉぉぉ！」

　あまりの状じよう況きように頭を抱かかえてしまう。

　だいたい、なんでこの人は安全健全なピュアランドで死んだんだ？

　セフィアが以前作った超ちよう級ラビリンスですら死ねない設定だったのに……というかピュアランドではなにをしても死なないはずだが……。

「じゃあ、まだ生きてるんじゃん！」

　やっと冷静さを取り戻もどした俺は、急いで少女のもとまで行く。

　振ふり袖そで袴はかま姿すがたの少女……死体と間ま違ちがえていたのは、アオイだった。

「水難の相でも出てるのか？　まったく……」

　意識がなく、息をしていない。おそらくアオイをリアルで操あやつっているプレーヤーも意識がもうろうとしているはずだ。

　俺はすぐにアオイを滝から引き上げると、岸に寝かせる。

　そしてある事実に気づいた。

「まさかこれ、人工呼吸フラグなんじゃ……」

　おいおい……俺が人工呼吸なんてできるわけないだろ。ピュアボーイ的な意味で。

　でも早くやらないとアオイが……俺は、俺は……。

　まだ悩なやみが消えない中、俺は震ふるえる手で彼女の肩をつかむ。アオイには紅茶を飲ませてもらったり、グチを聞いてもらったり……お世話になった。彼女のようなピュアガールを失うなどピュアランドの損失だ。でも、たとえピュラ同士であれ人工呼吸なんて……。

　考えながらも、今は一刻を争う状況だ。俺は彼女の唇くちびるへと自分の唇を近づける。

　冷えきったアオイは白い顔をしていたが、そのせいで唇の紅あかさが強調されていた。否いや応おうなく視線は唇へ釘くぎ付づけになり、その柔やわらかさを想像してしまう。

「えぇい、ままよ！」

　決死の覚かく悟ごで叫ぶと、俺は目をつぶって頭を振ふりおろす。紅く柔らかそうな唇へ向かって一直線に──。

　ゴツッッ。

「きゃっっ！」

「痛っっ！」

　目をつぶっていたせいで、俺はアオイへ思いきりヘッドバットしてしまった。

　だが今の声は……起きたのか？

　そう思って目を開けると、水をけほけほと吐はくアオイが見える。

「よかった……助かったんだな」

「う、うん。このフィールドに飛んだら、いきなり滝に落ちて頭を打って……」

「前も似たようなことがあったな」

「最近変なのよ。システムエラーのせいでドジしてしまうの」

　そこまで言うと、アオイは少し考えて「ドジしたあとは、いつもソラと会うわ」と不思議そうに漏もらす。

　管理者としてシステムエラーというのは見過ごせないが、アオイの場合は少し妙みようだ。このエラーはアオイにしか起こっていない。ということはまさか……固有アクションと関係しているのか？

　俺が考えこんでいると、アオイが濡ぬれた自分の服を見て微笑む。

「これじゃあハンカチまで濡れてるわね」

「そうだな。二枚もらっておけばまた渡わたせたんだがな」

　そう言って二人で笑い合う。

「どうする？　一いつ旦たんログアウトして服をデフォルトに戻すか??」

「ログインしたときにまた滝へ落ちたらたまらないわ。ここで乾かわくまで待ちましょう。それに……」

「ん？」

「これ以上逃にげ回ってもどうせシステムエラーでソラに会うし……もう正直に話すわ」

　アオイはあきらめたようにため息をつくと、その場に座り直してこちらをまっすぐ見つめる。

「私、ソラのことさけてた」

　やっぱり……。

「でもさけようとしてソラを強く意識してるときに限って、システムのエラーでソラに会って……恰かつ好こう悪かった」

　俺を強く意識してるときに限って……だとしたらやはり、エラーではなく固有アクションだ。固有アクションの発動条件は、強い想おもいなのだから。

「……やっぱり、ソラと話してるとほっとする。だからもう、意地を張るのはやめるわ」

「すまん」

「謝らないで。私はソラと話したいから話す……それだけよ」

　そう言うとアオイは立ち上がり、「そろそろリアルで晩ご飯にするわね」と微笑む。

「あぁ、いろいろありがとう」

「お礼を言うのは私よ。助けてもらったんだし……ヘッドバットで」

　アオイはくすりと笑うと、そのままログアウトしてしまった。

　なんて潔いさぎよい子なんだ……俺がうじうじ考えている間に、彼女は自分なりの答えを見つけてしまった。

「俺の純愛力もまだまだだな」

　そう言って息をつくと、俺もピュアランドをあとにした。
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　晩ご飯を各自ですませた俺たちは、リビングでゆったりしていた。

「あー食った。しかしあのステーキは中が生のままだったが、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「いいお肉はレアでもいいの。翔……あんたってほんと食に興味ないのね」

　しかたなさそうに言う渚を見て、歩貴は「翔の主食はカップ麵めんだからな」とうなずく。

「お兄ちゃんごめんね。鈴が日本にさえいたら生活水準も上がって、金持ってるだけの乳牛やオカン面づらしてるメス豚ぶたに好き放題言われることなかったのに……」

「いや、私はなにも言ってないが」

　瞳ひとみを潤うるませて言う鈴を前に、美紅が冷静なツッコミを入れる。

「──みんな仲良くていいわねぇ。ほら、雪奈さんも本ばかり読まず会話に入ったら？」

　先生が微笑ほほえみながら雪奈へと目を向ける。

　だが雪奈は一いつ瞬しゆんこちらへ目を向けただけで、再び読書を始めてしまった。

　あいつ……ほんと、なんで合宿に来たんだ？

　俺は首をかしげながら雪奈の持つ本へ目を向ける。どうやら源氏物語の研究書を読んでいるようだ。本を読む横顔を見ていると、雪奈を純情だと信じていたころを思い出し心がざわついた。

　そんな俺の様子に気づいたのか、渚がこちらをのぞきこむ。

「どうしたの？　家が恋こいしくなったの??」

「あぁ……やはり俺の牙が城じようたるマイ・シングルベッドから長時間離れるのは辛つらい──って、なにを言わせるんだ！」

「なにをって、いつも通りの答えじゃない」

　渚は鼻を鳴らすと、「ぼーっとしてるなら、翔の前にある栗くりをむいてちょうだいよ」とつぶやく。

「貴様のために栗などむくか！」

　声を張る俺へ向かって、歩貴が「まぁまぁ」と手を上げる。

「そんなぞんざいに頼たのまれたのでは翔でなくとも怒おこるさ。甘えるような声で『クリ、むいてちょうだい』と頼めば場も丸く収まる」

「そう？　ねぇ……クリ、むいてちょうだい」

　甘い声で渚がささやく。それはまるでベッドの上で欲よく情じようした自分を抑おさえきれずそっと股またを開いておねだりする姿を思わせ──。

「ふふっ、ついにメス豚が本ほん性しようを現したわね。平気な顔して恥ずかしいおねだりを……」

　鈴が鬼おにの首をとったかのようにつぶやく。

「え、あたしはべつに……あぁぁぁ!?」

　自分がみんなの前でなにを喋しやべったのか今さら気づいた渚は、顔を真っ赤にして辺りに視線を巡めぐらせた。だが歩貴は離はなれた席に座っていたためいつものようにどつくこともできない。

「よくやったわ歩貴。ゴーマンなビ●チにはお似合いのはずかしめよ」

「いえいえ、これは僕のライフワークですのでお気になさらず」

　例のごとく執しつ事じのように一礼する歩貴へ、渚は「あんた……覚えてなさい！」と鬼き気き迫せまる形相でつぶやいていた。

「──それじゃみんな、そろそろお風ふ呂ろにしましょう」

　ニコニコしながら喋る先生の言葉を聞いて、みんなの表情が変わる。

　お風呂……いくらこのゲストハウスが立派だろうと、男子用と女子用の二つの風呂があるとは思えない。ど、どうする気だ？

　俺が戸と惑まどっていると、歩貴がここぞとばかりに素す早ばやく手をあげる。

「先生、僕たち男子は女子のあとでかまいません！」

「ほう……歩貴にしては珍めずらしく潔いな」

「少女たちが一日の穢けがれを落とそうというのに、我々男子が邪じや魔まをするなど不ぶ粋すいもいいところだ」

「なるほど。俺もそれでかまわん」

　その言葉で、風呂の順番は決まった。

　女子の風呂を待つために三階の部屋へ行ってダラダラとしていたが……少しヒマをもてあました。

　歩貴の部屋へ行ってみようと廊ろう下かへ出ると、下の階から小さな声が聞こえる。

　女子はもう風呂へ入っているはずだし……なんだ？

　俺は首をかしげてそっと階段をおりる。すると雪奈と渚が話している姿が見えた。

「渚さん、最近ちょっと無理してるでしょ」

「う、うん。それにＧＷ中は水泳と合宿があるしね」

「大丈夫？　少しイライラしてるように見えるけど」

「そう……？　いえ、そうかもね。でもまさか雪奈ちゃんにそれを言われるとは思わなかったわ」

「これ以上無理しない方がいいよ。行き違ちがいは、悲しいから」

　そのセリフはまるで、自分自身に向かって言っているようにも聞こえた。

　渚もそれを感じ取ったのか、うなずくことすらできずに雪奈をじっと見つめている。

「それじゃ……もうお風呂へ行くから」

　雪奈はそれだけ言うと一階へ向かい始める。

　偶ぐう然ぜんにも立ち聞きの形になっていた俺は、慌あわてて忍しのび足で三階へと戻もどってしまった。

　しかし雪奈と渚が二人で話すなんて珍しいな。

　というか雪奈から渚へ話しかけていたようだし、ますます珍しい。

　俺が考えこんでいると、ちょうど歩貴が部屋から出てくる。

「なんで廊下に立ち尽つくしているんだ？　女子の風呂をのぞこうとしたが勇気が出ずにそこで悩なやんでいるのか??」

「俺がのぞきなんてするわけないだろ」

「だろうな。ヒマなら一いつ緒しよに時間を潰つぶすか？　ちょうどお前の部屋へ行こうとしていたところなんだ」

　俺はうなずくと自分の部屋へ歩貴を迎むかえた。

　俺がベッドに座り、歩貴は小さな丸机の前にあった椅い子すへ座る。

「渚、やっぱり最近変だよな」

「お前が渚のことを心配するなんてどうしたんだ？」

「いや……」

　雪奈たちの話を立ち聞きしたからとも言えない。

　俺が黙だまりこんでいると、歩貴は「もちろん変さ。今まで鈴さまみたいにハッキリ言う人間がいなかったからな」と肩かたをすくめる。

「『このメス豚が！』ってか？」

「今の渚にそれを言ったら確実に血を見るぞ」

　う～ん、わからない。

「渚は今、渚なりの不器用さでがんばってるのさ」

「あいつが不器用？　世よ渡わたりスキルなんて俺の百倍はあるだろ」

「お前より低いヤツなんてそういない」

　くっ……あっさり事実を言うな！

　俺が歯がみしていると、歩貴が部屋の時計を見て「そろそろ風呂へ行く時間だな」と漏らす。

「そろそろって……早くないか？　女子は長風呂するものだとネットで見たが」

「それは古い情報だ。今どきの女子は五分もあればスッキリサッパリして風呂を出る」

「それソースは!?　どこ情報よ!?」

「おいおい、僕の口からそれを言わせる気か？」

　彼は意味ありげに笑うと、静かに立ち上がって「では、戦せん闘とう開始だ」とつぶやく。

「せんとう……今、戦闘って言ったよな!?」

「ん？　銭湯の間ま違ちがいではないか??」

「いやぜってー発音違ったし！」

　声を上げるも歩貴は「男同士の裸はだかのつき合いを前に、不粋な話はいいではないか」とメガネに手をそえる。

　いつものひょうひょうとした彼とは違う、なにか強い意志を秘ひめたメガネ……じゃなくて瞳。彼はそっと息を吸うと、「さぁ、ここで脱ぬぐぞ」と俺に告げる。

「ここで!?　まさかお前、そっちの気けが……」

「安心しろ。僕は男に興味はない」

「じゃあなんでここで脱ぐんだよ。だいたい、廊下で女子に会ったらどうする気だ」

「それはそれでいいではないか」

「このド変態が！」

「……しかたない。腰こしにタオルを巻くことを許可しよう」

「いやいや、そもそもなんでお前が入浴をしきってるんだ」

「入浴……つまり禊みそぎとは神聖な儀ぎ式しき。悪・即そく・斬ざんならぬ『開く・即・ザッパ～ン』が正義というものさ」

「意味がわからん！」

　俺の言葉も聞かず、歩貴はさっさと服を脱ぎ始める。

　まったくこの男は……。

「さぁ、男同士裸で絆きずなを深めあおうではないか」

　歩貴に急せかされ、俺も脱ぎ始める。

　部屋に置いてあったバスローブを着て行けば問題ないだろう。

　そして二人で風呂へ向かうと、まず脱だつ衣い場に入る。この規模から考えるに、中はおそらく家族で入れるような大きな風呂があるのだろう。

「こんなちゃんとした脱衣場があるなら、部屋で脱ぐ必要はなかったな」

　俺がそうぼやきながら風呂の扉とびらを開けた直後──。

「「きゃぁぁぁぁ！」」

　いきなり、女子たちの悲鳴が響ひびいた。
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　一番手前にいたのは渚だ。ちょうど体を洗っているところで、スレンダーな体を両手で押さえつつも張りのいい胸は隠かくしきれていない。スポーツ少女好きが見れば泣いて拝みそうなしなやかな肢し体たいだ。

「なに堂々と入ってきてるのよ！」

　彼女はそう叫さけびながら顔を真っ赤にしていた。

　そんな渚の横で、雪奈は透すき通るような白い肌はだを湯気で上気させつつ、うっすらとした膨ふくらみを手で押さえていた。

「ふ……不潔」

　雪奈はそうつぶやいて顔を赤くすると、体を丸めてこちらへ背を向けてしまった。しかしそのせいでかわいらしい小さなお尻しりがもろに見えてしまっている。

「翔……よもやお前がこんなギルティなことをするとは……」

　風呂の中に入っていた美紅は、その大きな胸を湯船にプカプカと浮うかせつつ声を震ふるわせる。お湯で赤くなったその胸はまさに桃ももといった感じだった。

「お兄ちゃん、鈴と一緒にお風呂に入りたいなら素す直なおにそう言えばよかったのにー」

　鈴はそう声を上げながら立ち上がると、こちらへ駆かけてこようとする。湯気で体が一部隠れていたが……特にそのせいというわけではあるまい。板胸すぎて胸と腹部の境界がわからなかった。

「あら。草食系かと思ってたら、やるときはやるのねぇ」

　先生は楽しそうに言いながら、美紅の桃を超こえるスイカのような胸を湯船に浮かせつつ喋る。

「おいおい……まだ女子が風呂に入ってるじゃないか！」

　俺は怒いかりも露あらわに隣となりにいる歩貴を怒ど鳴なる。

　それを聞いた彼は湯気でメガネをくもらせて「しまった。コンタクトにしておくべきだった」と悔くやしそうになげきさっさと退散し始める。

「ちょっ、ま、待……」

　俺の言葉も聞かず歩貴はいなくなってしまった。

「か～け～る～！」

　後ろから、渚の低い声が聞こえる。

「あんた純愛がどうのこうの言っておいて、なにやってんのよ！」

「違ちがっ……俺は歩貴にだまされたんだ」

「問答無用！」

　そう言って渚がこちらへ風ふ呂ろ桶おけを投げると同時に、俺は風呂場から一目散に逃にげ出した。




　風呂から逃げ出した俺は、そのまま歩貴の部屋へと駆けこむ。

　すると彼は椅子に座って優ゆう雅がにメガネを拭ふいていた。

「なにのんきにくつろいでるんだテメェ！」

「のんきなわけあるか。これでも己おのれの失態に落ちこんでいるんだ」

「のぞきたいなら一人でやれ！　いや、のぞきはギルティだからダメ絶対!!」

「そうだな、のぞきはギルティ……恥はずべき行こう為いだ。しかし我々は正々堂々と裸ら体たいを見に行った。つまり勇者だ。もっと胸を張っていいと思うぞ」

「自分で自分を勇者と言うな！」

「ふむ。まぁ脱衣場に女子の服があったわけだし、気づかないお前もどうかと思うが？」

「うっ……」

　そこを突つかれると痛い。

　もうこれ以上この男を責めても無む駄だだ。どうせ「合宿なんだからのぞきイベントは当然じゃないか」くらいにしか思ってない。

「お前を信じた俺がバカだったよ」

「すまん……コンタクトにさえしていれば共きよう闘とうできたというのに」

「謝るのそこじゃないからな！」

　そう言うと、俺は気分を切りかえようとゲストハウスの外に出た。

　ゲストハウスから少し歩くと大きな塀へいがあり、それを出ていくらか歩くと川がある。

　俺は川辺でゆっくりしようと思い、塀を出てしばらく歩いた。

「ふぅ……四六時中ずっと誰だれかがいると落ち着かないな」

　俺はやっと一人になれた解放感から、夜の冷たい空気を肺一いつ杯ぱいに吸う。

　普ふ段だんなら美紅が一緒にいないと塀の中へ戻れないが、今は合宿中だ。警備員には俺らの顔写真が配られており、扉にある監かん視しカメラで確かく認にんして開けてくれる。誰にも気をつかわずに簡単に外出ができるというわけだ。

　城之森家から漏もれる外灯の明かりに、水面が映し出される。

　少し流れの速い川で、向こう岸まで三十メートルほどあった。

「ちっ……歩貴のせいで女子と顔を合わせづらい。いっそこのまま歩いて家まで帰ってしまうか」

　眉み間けんに青筋を立てつつそう漏らす。

　じょ、女子の風ふ呂ろなど……初めて見た。濡ぬれて上気した肢体は淡あわいピンク色で、ぷるんとした胸は触さわり心ごこ地ちがよさそうで、そりゃ合宿へ行ったら風呂をのぞきたくなる男子も出るよなと思う──。

「って、俺はそんなこと思わないし！　女子の裸をおがむのは結けつ婚こんしてからだし。あんな風呂画像など俺の頭から即そつ刻こくデリートしてみせるわ」

「──人の風呂を堂々とのぞいておいて、何様のつもりよ」

　唐とう突とつに背後から声がしたので、俺はつい「ひぃ！」と声を上げて振ふり返る。

　そこに立っていたのは、青いパジャマに着き替がえた渚だった。

「ま、待て。さっきも言ったようにあれは歩貴にだまされたんだ」

「わかってるわよ。あんたなんて二次元のエロ画像すら見ないタイプじゃない。ほんと、何次元が好きなのかわけわかんないわ」

「……わかってくれたことは嬉うれしいが、後半のセリフはいらんぞ」

「だってそうでしょ。ネットで恋こい人びと探そうとしたり、リアルで美紅ちゃんの家に来るようになったり……」

　言いながら渚はこちらの横に来て座り、川へと目を向ける。

　俺もそれにならってその場に座りこむと、渚がそっと喋しやべり出した。

「歩貴は今、鈴ちゃんがボコってるから」

「ぶっっ」

「当然の報むくいよ」

　いやでも歩貴だったら鈴からおしおきされてむしろ喜んでたりして……。

　俺がそんなことを考えていると、渚がため息をつく。

「あんた、引きこもりをやめてから少し変わったわね」

「そうか？」

「いまだにネット恋れん愛あいに執しゆう着ちやくする辺り、しっかりダメ人間だけど……」

「おい」

「こうやってみんなと合宿へ来たりして、少し小学校のころのあんたを思い出すわ。普ふ通つうにリアルのみんなと楽しくしてたころのあんた」

「あの黒歴史か」

「むしろ今こそ黒歴史真っ最中でしょ！」

　渚はつっこむと、「あんたがネット廃はい人じんなのはわかってるけど、リアルでも生きていけるならピュアランドはほどほどにしたら」とつぶやく。

「……さすがにしつこいぞ」

「翔はやればできるヤツじゃない。でも変な一点に集中しちゃうから本当に大事なことがおろそかになっちゃうんでしょ」

「俺にとって大事なことは『魂の恋人ソウル・ラヴアー探し』であり、それ以外はどうでもいいことだ」

「その考え方を少しは改めたらって言ってるの」

「ふん。リア充じゆうのお前になにがわかる。価値観は千せん差さ万ばん別べつでいいだろ」

「だってあたし、心配なんだもん」

「なにが？」

　その質問を最後に、渚は口を閉じてしまった。

　お前が俺のなにを心配しているというのだ？

　というか、いくら幼なじみとはいえピュアランドのことにこうも口を出されると……本気で腹が立ってくる。

「もういい。こんな話は平行線だ。お前の心配は無用のものだし正直うざい」

「な……」

「お前は俺の保護者でもなんでもない。だから私生活にそこまで口出しされる筋合いはないぞ」

「そ……そうよ。あたしはあんたの保護者でもなんでもないわよ」

　渚が震える声で言う。

「あんたが引きこもってたとき様子見に行ったりしてたのもあたしが勝手にやったことだし、迷めい惑わくに思ってたなら謝るけど！」

「なんでここで昔の話が出るんだよ。意味わからん」

「あたしにとっては同じことよ！　保護者じゃないのはよくわかってる。でも、だからこそあたしは……」

　そこまで言うと、急に立ち上がってこちらへ背を向ける。

「このひねくれヒッキー！　ネット廃人！　あんたなんて一生ネット世界で生きればいいのよ!!」

「ふん、ネット世界上等だ。だからうざいこともう言うなよ」

「っ……本物のバカね！」

　彼女はそう言い捨てると塀の中へと戻もどっていった。

　なんだっていうんだ。勝手に保護者面づらして、勝手に怒おこって……！

　口を嚙かみしめる中、なぜか、怒りだけでなく苦々しいものが広がっていた。
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「んはっ……お兄ちゃん、すごっ……」

　夢うつつの中、少女のいろっぽい声が聞こえる。

「ダ、ダメ……鈴りんはもう、もう……」

　喘あえぎまじりの声が聞こえると同時に、俺は華きや奢しやな手にギュッと抱だきしめられる。幼い少女がよがる感かん触しよく。熱っぽい体と吐と息いき、そして未完成ながらも女を感じさせる声。

　おいおい……まさか俺、今度こそ本当にロリの夢を見てるのか？

　許せん。自分自身が……許せん！

「ロリ退散っっっ!!」

　己の内に潜ひそむ未知の欲よく望ぼうを消し去るように、俺は勢いよく叫さけんでベッドから起き上がる。

　その途と端たん、俺に弾はじかれてツインテールの少女がベッドから転がり落ちた。

「って、また鈴か！」

「痛ーい。もう……ダメって言ったじゃない。お兄ちゃん寝ね相ぞうが悪くて、鈴はベッドの端はしでなんとか持ちこたえてたのよ」

　ピンクのパジャマを着ていた鈴は、起き上がりつつ不満そうに漏らす。

「それはすまん……じゃなくて、なんで俺のベッドで寝てるんだ！」

「だって昨日約束したじゃない。まさか忘れてたの？」

　鈴はそう言って頰ほおを膨ふくらませる。

　そ、そうか……。昨日はいろいろあってすっかり忘れていた。

　時計を見ると朝の七時だった。俺が「顔を洗いに行くか？」と鈴を見ると彼女は笑え顔がおでうなずき、俺たちは一いつ緒しよに洗面所へと向かう。

　するとそこには、白地に水玉模様がついたパジャマを着た雪ゆき奈ながいた。

「お兄ちゃんの天敵……！」

　鈴はそう漏もらすと俺を守るようにこちらの前へ出る。

　俺たちに気づいた雪奈は、しかし鈴の敵意に満ちた視線をいつも通りのおとなしい態度で受け流す。

「おはよう」

「おう、早いな」

「渚なぎささん、もう水泳の練習へ行ったみたい」

「そうか」

「昨日の夜から様子が変だったけど……」

　彼女はそこまで言うと、そのまま洗面所を出てしまった。

　昨日の夜……おそらく俺との喧けん嘩かが原因だろう。水泳の練習へ行ってくれたおかげで朝から顔を合わせる可能性がなくなったのはありがたかった。

　リビングでバイキング形式の朝食を終えて一いつ旦たん部屋へ戻った俺たちは、九時になると再びリビングに集まる。すでに辺りは綺き麗れいに片付けられており、机の上に勉強道具を置く。

「渚さんは午後から参加よ。今日もお勉強がんばりましょぉ」

　野の原はら先生の合図で俺たちは勉強を始める。

　しかし勉強が進むうちに、美み紅くが俺の方を見て急に首をかしげた。

「どうしたんだ？　今日はやけにおとなしいな」

「べつに」

「そうか？」

　美紅は考えるようにつぶやくも、黙だまって勉強を再開した。

　だが美紅の疑念は午後になってさらに深まることとなる。

　……………………………………………………………………………………………………。

　勉強に渚が加わってから、俺はいよいよ完全に喋しやべらなくなった。

　渚もまた無む駄だ口ぐちを一いつ切さい叩たたかなかったため、いい加減、美紅が違い和わ感かんに気づく。

「翔かけると渚は喧嘩でもしたのか？」

　小さな声で美紅が歩ほ貴たかに問う。

「僕はなにも聞いていないが、どうもそのようだ」

「のぞきが原因か？」

「その節はピュアガールに失礼をした。やはり事前に水着を配っておいて健全に背中の流しっこをお願いするべきだった」

「全然反省してないみたいね。また鈴におしおきされたいの？」

「はっ、鈴さま。当然おしおきなんて二度とされたくありません。しかし万が一おしおきをする場合、できれば次は鈴さまのおみ足に踏ふまれ続けるだけの罰ばつをこの歩貴めへお与あたえください」

「わかったわ。次は顔中がはれあがるほどビンタしてあげる」

「そんなご無体な！　……いや、でも少しそそられるものが……」

「二人とも話がずれているぞ。それにしても、せっかくの合宿中に喧嘩とは……私としてはどうにか仲直りして欲しいのだが」

　ハッキリ言って全部聞こえている。

　だがここで発言すると余計に話がややこしくなりそうだし……。

　そんなことを考えていると、雪奈が黙ってこちらを見ていることに気づく。

　な、なんだよその視線。

　うろたえていると、話はさらに過熱する。

「お兄ちゃんと渚が喧嘩したなら、むしろよかったわよ。いつもオカン面してお兄ちゃんのそばにいて、正直邪じや魔まだったのよねー」

「鈴さま、少し声が大きいですよ。とはいえ喧嘩の原因がわからないとどうしようもないな……」

「──あらぁ、あの二人喧嘩してたの？」

　気がつくと先生は椅い子すを離はなれて歩貴と美紅の間に行っていた。

　俺たちは長机に座って勉強している。渚は運悪く俺の隣となりだ。さりげなく間をあけているので我が慢まんはできたが……俺たちの向かいの席に歩貴と美紅がいて、彼らのそばに鈴と先生までいる。そしてたまにこちらをじっと見つめる雪奈は机の側面の席……。

　なにこの状じよう況きよう。

　ノートＰＣを手にしたまま硬こう直ちよくしている俺の耳に歩貴の声が聞こえてくる。

「ここはもう、本人たちに直接聞いた方が早いんじゃないか？」

「ダメよぉ。聞くなら別々に聞いた方がいいわ」

「では僕は翔を担当します」

「なら私は渚を」

　美紅と歩貴は互たがいの役割を確かく認にんすると、顔を向け合う。

「しかし翔とは長いつき合いだが、リアル女子とのトラブルについて事情を聞くことになるとは……」

「それを言うなら私なんて渚とはまだ知り合って一ヶ月くらいだぞ」

「渚は翔よりコミュ力があるから大だい丈じよう夫ぶ。ただ見た目よりデリケートだから──」

「「聞こえてるし！」」

　ついに耐たえかねた俺と渚は、同時に叫んで立ち上がる。

「相あい性しよういいな」

　完全にシンクロして立ち上がった俺たちを見た歩貴が、感心したようにそう漏らした。

　……………………………………………………………………………………………………。

　俺と渚は互いを見て顔を赤くすると、ばつが悪くなってそれぞれ声を上げる。

「俺、自分の部屋で勉強してくる！」

「あ、あたしも一人の方がはかどりそうだから！」

　そう叫び、俺たちはリビングを出てしまった。
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　夕方、俺はなんとかノルマ分の勉強を終えてピュアランドへログインした。

　高原でどのイベントに参加しようか迷っていると……向こうからウサ耳のアニルが歩いてきた。

「やぁ、また会ったね」

「そうだな」

　俺がすげなく答えていると、彼女は聡さとい様子で「なんか機き嫌げんが悪くない？」と微笑ほほえむ。

「べつに」

「ほら、やっぱり機嫌が悪い。リアルでなにかあったのかな？」

「……」

　黙っている俺を見てアニルは察したのか、「そんな気持ちじゃこのフィールドで純愛力を上げるのは無理なんじゃないかな」とウサ耳をピョンと動かす。

「よけいなお世話だ」

「まいったな……ボクのせいでもっと機嫌が悪くなったみたいだ」

　まったく困っていない様子でつぶやくと、彼女はしばし考えこむ。

「そうだ。今のきみにふさわしい人物がちょうどヒマしてたよ」

「誰だれだよ」

「ひ・み・つ」

「なんだよそれ」

「行けばわかるからいいじゃないか」

「よくないだろ。そもそも、どうして話し始めたばかりの俺にそこまで世話をやく？」

　追つい及きゆうするように言うと、アニルは「それ以上は火傷やけどしちゃうよ？」と微笑み、勝手に歩き始めた。

　あ、怪あやしい……。こいつ本当に正規ルートでピュアランドに入会したのか？

「とはいえなにか具体的に問題を起こしたわけじゃないしな」

　俺が突つっ立って悩なやんでいると、少し離れたところから「早くおいでよ～」とアニルが声を上げる。

　う～ん。アニルの本性を探さぐる意味でも、あえてついていくか。

　そう決めると、俺は彼女についてしばらく歩く。

　たどり着いたのは古い木造の小屋だった。ここは問答修しゆ行ぎようイベントで、禅ぜん問もん答どうのように質問に答えていく形式の所だ。

「あ、ソラくんだ～☆」

　中に入ると、ちょうどココロが一人で座りこんでいた。

「また一人で考えごとか？」

「うん……」

　笑顔をくもらせて顔を伏ふせた彼女を見て、俺は後ろにいたアニルへと目を向けた。

　だが……いつの間にかアニルは消えており、この木造の小屋で俺とココロは二人きりになっていた。

「あいつ……ほんと何者だ？」

　小さくつぶやくも、こういうささくれだった気分のときにココロと話せるのはありがたい。

　俺は彼女の横へ行き畳たたみの上に座ると、丸い窓から外の庭園を眺ながめる。

「なんか、今日はソラくんも変。顔が少し怒おこってる」

「そうだな。リアルで少し嫌いやなことがあったんだ」

「そっか。わたしは──」

　そこまで喋り、ココロは言いづらそうに口ごもる。

「無理に言わなくていいさ。ここはリアルと離れたピュアランドだからな」

「……ありがとう」

「気晴らしに、二人でここのイベントをやらないか？」

「うん！」

　そして俺たちはプログラムが投げかけてくる純愛についての問いかけに「そもさん！」「せっぱ！」と叫さけんで問答をくり広げたのだった……………………………………………。





SEPHIA:ソラ、今なにしてる？






　イベントに疲つかれた俺たちが休きゆう憩けいしていると、セフィアからメールが届く。

　これは「今から会わないか？」という意味だろうか。単なるヒマ潰つぶしのメッセージだろうか。

　俺は少し考え、ココロへ「セフィアもここへ呼んで一いつ緒しよに遊ぶか？」と問う。

　だがそう言った直後、俺はココロが一人で考えごとをしながらここにいたことを思い出した。

　案の定、彼女は「大丈夫。セフィアちゃんと遊んできなよ♪」とにっこり笑った。俺はその顔を見て逆に気持ちが固まる。

「いや、俺はもう少しココロとここにいるよ」

「え？」

「セフィアとはどちらにしろこのあと会うんだ」

　リアルでだけどな……とはあえて言わなかった。

　しかしココロは「そっか。会う約束してたなら、その時間までは大丈夫だね」と微笑む。

「でもソラくんが元気になってくれてよかった☆」

「ありがとう。実は俺……」

　一いつ瞬しゆん迷ったが、彼女になら相談できる。素す直なおにそう思い続けて口を開く。

「俺、リアルで幼なじみと喧けん嘩かしたんだ。そいつは俺がピュアランドに熱中するのをよく思ってなくてさ」

「幼なじみ？」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、ココロが目を見開く。

「どうしたんだ？」

　俺が問うと彼女は慌あわてて口を開き、「ご、ごめん。なんかリア充じゆうっぽい単語って思って」と手を振ふる。

「リア充は幼なじみの方だ」

「そうなんだ……。男の子？　女の子？」

「女だよ。社交スキルは高いし友達多いし俺にしょっちゅう文句言うし俺にいつもオカンみたいに文句言うし」

「文句って二度言った」

「大事なことなんで」

　俺が念を押すように言うと、ココロは「もう……ソラくんったら」と苦く笑しようする。

　あれ？　てっきりもっと笑ってくれるかと思ったが……。

「すれ違ちがいって、悲しいよね」

　彼女はふと、こちらをじっと見つめて漏もらす。

「わたしね、お互いもっと素直に話し合ってればそういうケンカって起こらないと思うの。でもリアルじゃ素直になるのが難しくて、だからケンカが起きて……」

「……そうだな」

「明日明後日あさつてになれば自然と元通りの関係になるようなレベルのすれ違いだったら、いいよ。でもたった一つのケンカや気持ちのすれ違いがずっと続いたらって思うと──」

　ココロの声に熱がこもる。

　彼女の真しん剣けんさが伝わってきた。

　俺はあいづちも打てずにココロの真剣な表情に見入っていた。

　その表情を、俺はどこかで見たことがあるような気がしていた。

　最初は座って話していたのに、真しん摯しに話していたせいかこちらへ身をのりだしているほどだ。それは彼女の言葉のたかぶりとともに大きくなって──。

「すれ違いが続くのは……きゃっ！」

「うぉっ！」

　ついに、身をのりだしすぎたせいで彼女の鼻先が俺の鼻へと当たってしまった。柔やわらかくツンとしたココロの鼻先。当たった際に吹ふきかかったココロの温かい吐と息いき。アクシデントで手と手が触ふれることはあっても、鼻はなかなかない。その恥はずかしさから俺とココロは顔を真っ赤にしてしまった。

「ご、ごめんなさい。夢中でつい……」

「いや、俺も話に意識を取られてよけられなくて……」

　互たがいの間に流れる、微び妙みような空気。

　ココロの顔はまだ赤かったものの、しかし俺になにかを伝えようとする想おもいが強いのか懸けん命めいに言葉を絞しぼり出す。

「悲しいよ。やっぱり……すれ違いは悲しい」

　ココロは、まるで自分に言い聞かせるようにつぶやく。

　これがもし俺自身へ諭さとすような言葉だったら、俺はやはり拒こばんでいたかもしれない。だがココロ自身の胸の内をそのまま喋しやべったような素直な言葉は、まっすぐ俺の胸へ入りこんできた。

「そうだな。リアルの人間関係なんてどうでもいいと前は思っていたけど、ずっと腐くされ縁えんで言いたいこと言い合ってたヤツと話せなくなると……けっこうこたえるな」

　確かに俺も渚に言いすぎた部分はある。

　だが渚も俺に「ひねくれヒッキー」だの「ネット廃はい人じん」だのけっこう言っていたような……いやいや、これ以上考えるとまた心がダークサイドへ落ちるからやめておこう。

　さすがに今すぐ仲直りというのは無理だ。

　だが幼なじみとすれ違いがずっと続くというのも後味が悪い。

「ココロ、今日はありがとうな」

「そんな……ソラくんだってわたしの相手してくれてありがとう！」

　俺たちはそうやって、笑え顔がおで別れた。
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　合宿三日目。今朝も俺が起きたときにはもう渚は水泳の自主練に出かけていなかった。

　ほっとしている自分と、どこか落ち着かない自分……二つのものを感じながら俺はリビングで勉強していた。

　チラッ、チラッ。

　リビングにはいかにも高価そうなアンティークのでかい置き時計があった。妙みようにその盤ばん面めんが気になって、俺は五分おきに眺めてしまう。

　チラッ、チラッ。

「さっきからなぜ僕に熱視線を送る。正直貞てい操そうの危機を感じて勉強にならないぞ」

　ふと、向かいの席にいた歩貴が声を上げる。時計は歩貴の後ろに取りつけられていたので、自分への視線と勘かん違ちがいしたのだろう。

「俺は時計を見ていただけだ。お前のケツに興味はない」

「そうか。思いこみの激しいお前ならいきなり『男同士の関係こそ純愛だ！』とか言い出しかねなかったから──って、時計？」

　彼は首をかしげると、急に口の端はしを上げてメガネに手をそえる。

「おやおや翔くん、時間が気になるのかい？　午後になれば渚が帰ってくるからな～」

「その口調やめろ！　それに俺は渚なんて……」

　そこまで言って、続きが出てこなかった。

　いつもの調子で罵ば倒とうが言えない。

　俺は今まで、渚ならひどいことを言っても本当のケンカにはならないと甘えて文句を言っていたところがあるのかもしれない。

「お兄ちゃん、まさか本当に渚のこと気にしてるの？　ウチのカギを持って勝手に侵しん入にゆうしてくるようなヤンデレ候補なんてこのまま縁を切っちゃえばいいのよ！」

「──ん？　渚はヤンデレ属性があったのか??」

　美紅が驚おどろいたようにこちらを見たので、俺は「鈴の言うことをいちいち真に受けるな。だいたいあいつにカギを渡わたしたのはウチの両親だ」と息を吐つく。

「だが翔が渚のことを気にしているのは確定だな？」

「うっ……」

「よかった。お前は一度へそを曲げると大変だからな。確か前に──」

「ちょっと、その『お兄ちゃんの過去知ってますアピール』やめてくれない！　鈴なんてお兄ちゃんが引きこもり時代に座りっぱなしで十四歳にして痔じになったとか、体がなまりすぎて週に一度はこむら返りが起こってベッドで悶もん絶ぜつしてたとかいろんなこと知ってるんだからね！」

「ここで言うなボケェェェ！」

　俺と鈴のやりとりを微笑ほほえみながら眺めていた美紅は、ふと思いついたように口を開く。

「翔、そんなに気になるなら今から学校へ行って渚の練習を見学しよう」

「え……？」

「親友として翔の悩なやみを手助けできるなら本ほん望もうだ。私は私で正々堂々と魂の恋人ソウル・ラヴアー探しをする。それ以上でもそれ以下でもない」

　そう言って彼女は微笑んだ。なんの作さく為いもない堂々としたその笑顔は、本当に、花開いた大輪のバラのようであった。




　リムジンに送られて学校に着くと、俺たちはすぐに室内プールへと向かう。

　広いプールに響ひびき渡る、一人分の水音。

　渚はただ黙もく々もくと練習を続けていた。

　しばらくその様子を見つめていると、渚がプールサイドにあがってこちらに気づく。

「みんな、なんで……」

「翔がお前のことを気にしていたので、美紅さんが車を出してみんなで見学に来たのさ」

　歩貴の言葉を聞いて、渚が驚いたように俺を見る。

　よけいなことを……。

　なにか声を出そうとするも、やはりリアルではうまく喋れない。

　渚と仲直りしようにも、なにを喋ったらいいのか思いつかない。

　普ふ段だんの悪態ならいくらでも出るのに……。

　黙だまりこむ俺を見た渚は、「べつに見てても楽しくないと思うけど」と言って飛びこみ台の上にのる。

　しなやかな体に張りついた競泳水着は彼女のほどよい大きさの胸を抑よく圧あつし、綺き麗れいな腰こしのラインを浮うかび上がらせていた。渚の水着姿は前にも見たが……少し瘦やせた気がする。だがそれゆえに儚はかなげでしかしみずみずしさも感じる不思議な艶つやがあった。

　渚が体を曲げる。美しい一本の曲線ができる。そして飛びこもうとしたその刹せつ那な……一瞬、彼女の体が横へかたむいた気がした。

「おい、大だい丈じよう夫ぶ──」

　声を上げかけるも、彼女はそのまま無事に飛びこんでクロールを始める。

　気のせいだったのか？

「しかし渚の泳ぎをちゃんと見るのはひさしぶりだが……さすがエース。絵になるな」

「でもたった一人で自主練を続けて、危ないわねぇ」

　先生の言葉を聞きながら俺は思い返す。渚は水泳部の練習が終わったあとも、一人で残って自主練をしていると言っていた。

　たまにならいいだろうが……毎回では疲つかれもたまって危ない。

「ねぇお兄ちゃん。渚なんてほうっておいてもう帰ろうよー」

「ん……それは……」

「──寂さびしそう」

　雪奈が、渚をじっと見つめてつぶやく。

　寂しい？

　俺にはただ必死に練習しているようにしか見えないが……。

　考えこんでいると、先生が意を決したように口を開く。

「やっぱり一人は危険だし、渚さんも含ふくめてみんなで帰りましょう」

　そう言って先生は渚のもとへ行き、事情を説明して帰りの準備をさせ始めた。




　美紅の家に戻もどると、ランチの準備が始まる。

　俺たちが思ったより早く戻って来たようで、執しつ事じが慌あわただしくリビングへ食器を運んでいた。

　俺は昼食の準備ができるまで待とうと、リビングを目指して階段をおりる。

　そして二階と一階の間まで来たとき、渚が階段の上に現れた。

「「……」」

　互たがいに視線をそらし、うまく喋れない。

　そのとき、リビングからカチャカチャと食器の音が鳴る。

　それを聞いた渚は「あ、あたしも手伝わなきゃ」と慌あわてて足を踏ふみ出す。

　準備は執事がしてくれるのだから手伝う必要はないが、今の渚なら「自分のせいでランチの時間が早まったから手伝う」と考えそうだ。

　まったく、無理ばかりして──。

「きゃっっ！」

「なっ……!?」

　彼女は、急に体をふらつかせて階段から落ちる。

　俺は反射的に身構えて渚を受け止めようとした。

　しかし悲しいかな、俺は落ちてくる渚の衝しよう撃げきに負けてそのまま一いつ緒しよに階段を転げ落ちる。

「っ……」

　一番下まで落ちるも、なんとか彼女を抱だきとめたままだった。

　くっ……やっぱり飛びこみ台での違い和わ感かんは正しかったんだ。もっと気をつけておくべきだったのに。

　俺は体中が激しく痛むのも無視して渚を横たわらせ、ケガを確かく認にんする。

　目立ったケガはないようだが……。

「おい渚！　大だい丈じよう夫ぶか!?　渚!!」

「ん……んんぅ……」

　弱々しい唸うなりだけが返ってきて、彼女は目を閉じていた。

　顔は真っ青になっており、血の気の失せた頰ほおに乱れた髪かみがたれかかっている。

　息は弱々しく、凄すごく辛つらそうだ。

　とにかく人を呼ばないと──。

「二人とも大丈夫!?」

　声に弾はじかれたように顔を上げると、野原先生がこちらへ駆かけてきていた。

「俺はなんとか。それより渚が急に倒たおれて……」

　そう言いながら俺は素早くどき、渚を診みてもらう。

　先生はすぐに渚の額を触さわったり脈をはかっていたが……やがて「貧血と疲れね」と顔を上げた。

　貧血か……しかし、保健の先生が一緒でよかった。

　俺はほっと胸をなでおろす。

「渚さんは部屋で休ませましょう。翔くん、お願い」

　先生に言われて俺はすぐさま渚を抱かかえ……ようとして、いきなり腰こしにきた。

「ぐおっ！　思った以上に筋力の衰おとろえが……」

　俺は気力を振ふり絞しぼって震ふるえる体に力をこめる。

　そしてなんとか体勢を立て直すと、渚を抱えて彼女の部屋まで向かった。




　晩ご飯の時間になると、俺は美紅から雑ぞう炊すいを渡される。

「今度はちゃんと仲直りするんだぞ」

　彼女はそう言って微笑むと俺の背を叩たたいた。

　美紅……ありがとう。

「──渚がなんで最近無理をしていたか、よく考えた方がいい」

　部屋を出ようとする俺へ、歩貴がアドバイスするように言った。

「渚ががんばってた理由？」

「僕の口から言うことじゃないな」

　あいかわらず遠回しな言い方だったが、彼なりに心配して言っているのはよくわかった。

　俺は黙ってうなずくと、渚の部屋まで向かう。

　弱々しく倒れていた渚。

　なぜかがむしゃらにがんばっていた渚。

　そして、ピュアランドのことで喧けん嘩かしてしまった渚。

　俺は最近の彼女を思い出しながら足を進める。

「やっぱりあいつ、変だったな」

『──少しイライラしてるように見えるけど』

　ふと雪奈が渚へ言った言葉を思い出す。

　イライラしてる、か。あれだけ忙いそがしくしてればイラつくのは当たり前だろう。

　当たり前だとわかることだが……俺もついかっとなって喧嘩してしまった。

「しかたない。ここは折れてやるか」

　ピュアランドは続けるが。

　心の中でそうつけ加えることで、なんとか素す直なおに謝れる気がした。

「渚、入っていいか？」

　部屋の前に着くと、俺は扉とびらを叩いて声をかける。

「うん……」

　まだ弱々しいままの声が返ってくる。しかし素直に返事が返ってきたことで、俺はいくらか安心した。これでシカトかイラついた声だったら、扉を開けられなかった気がする。

　部屋へ入ると、渚は水色のパジャマを着てベッドで寝ねたままだった。

　普段のポニーテールをといて髪かみをおろした渚。こうやって見るとスポーツ少女というよりもおとなしめの女の子に見える。

　俺はベッド脇わきの机に黙って雑炊を置くと、そばにあった椅い子すへ座る。

「俺も言いすぎた部分がある。悪かった」

　つき合いの長い相手だが、こうやって正式に謝ることなどなかった。慣れないことをしたせいで、仏ぶつ頂ちよう面づらのまま謝ってしまう。

「ぷっ……」

「なぜそこで笑うか！」

「だって翔、まだ納なつ得とくしてないのが見え見えなんだもん」

「いや、それはその……」

「いいの。あたしもごめんね。それに……助けてくれてありがとう」

　たったそれだけの会話だった。たったそれだけだが、俺たちの距きよ離りが一気に縮まった気がする。

　部屋に沈ちん黙もくが流れる。

　だがそれは嫌いやな沈黙ではなく、やっと取り戻したいつもの雰ふん囲い気きをいつくしむような、温かい沈黙だ。

　そんな中、渚が上半身を起こしてベッドの頭の方へ背をあずける。

「まだ無理は──」

「少し話したいだけ。大丈夫よ」

「そ、そうか」

　彼女は微笑むと、部屋の窓から見える川へと目を向ける。俺たちが喧嘩した川……。今は夜なので、外灯の明かりで黒い水面が浮き上がっているだけだった。

「ねぇ……川でのこと、覚えてる？」

「おいおい、その話をぶり返すのはやめようぜ」

「喧嘩したときの話じゃないわよ。もっともっと昔のこと」

「昔？」

　言われて考えるも……思い出せない。

「ふふっ。やっぱり忘れてると思った。そこが翔のいいところなんだけどね」

「なんだよ気持ち悪い」

「あたし、小学校のころに川でおぼれたでしょ」

「川で…………あっ」

　今ではスポーツ少女のイメージが強い渚だが、昔はそこまでスポーツが得意ではなかった。たまにドジもしていたし、どちらかと言えば俺が渚の面めん倒どうをみていたのではないだろうか。……今とは完全に逆だが。

「いつの間に立場が逆転したんだろうな。確か俺がピュアランドを作り始めた辺りからお前の口調が乱雑になっていって、昔のかわいらしい渚が見る影かげもなくなって……どうしてこうなった！」

「よけいなお世話ね！　というか、あたしは川でおぼれたときのことを話してるの!!」

「そうだったな。お前が川でおぼれて、流されて、泣なき叫さけんで──」

「回想トロい！」

　渚はしかたなさそうにため息をつくと、「あんた、おぼれたあたしを助けてくれたでしょ」とこちらを見る。

「…………あ、助けた」

「あんたってヤツは本当に……!!」

「待て。助けたのになぜ怒おこられるんだ」

「今の今まで忘れてたでしょ」

「まぁな。当然のことをしただけだろ」

「そのせいで入院までしたくせに……」

　彼女はそう漏もらすと、布ふ団とんをギュッと握にぎりしめる。

　入院か。確かにしたな。でも俺はなんともなくて──。

「翌日に退院したからいちいち覚えてなかった……とか思ってるでしょ」

「まぁな」

「あたし、ほんとに心配したんだからね」

「先に心配させたのはお前だろ」

「この男はいちいち……!!」

　渚の手に力がこもり布団に大きなしわができ始めていたが……急にふっと力が抜ぬける。

「でも、そんな翔だからこそあたしは変わろうと思ったの」

「俺だからこそ？」

「あたしが昔のままだったら、翔は当たり前のようにまた無理をするかもしれない。あたしのせいで無理してまた入院されたら……嫌だもん。だから水泳を始めたの」

『──手て遅おくれなのは水泳だけじゃないみたいね』

　ふと、鈴が帰国したときに言ったセリフを思い出す。

　鈴のことだから俺を入院させた渚をしっかり怨うらみ続けていたに違ちがいない。

「待てよ。渚が変にがんばり始めたのって、鈴が帰国してからだったな」

　だとしたら鈴の毒でがんばり始めた可能性が高い。そして、あのセリフには確か続きがあったはずだ。

「『あなたはお兄ちゃんのなんなの？』って鈴ちゃんに言われて、ショックだった。あたしはきっとその答えから目をそむけ続けてきたから。今までの関係が居い心ごこ地ちよくて、なにも変わらずいつまでも続くならそれでいいと思ってた」

「いつまでも……か。だが俺が魂の恋人ソウル・ラヴアーを見つければ、それはきっと変わるな」

「うん、わかってる。鈴ちゃんの言葉でそれを自覚して、だから翔をピュアランドから遠ざけようとして……ごめん。本当はあたし自身が答えを出さなきゃいけないのにね」

　渚はそう言うと、また川へ目を向ける。

　そして軽く息を吐つくと、覚かく悟ごを決めたようにこちらへ目を向けた。

「答えを出そうとして、でも出せなくて……ただがむしゃらにがんばってた。でも今なら出せると思う。これからピュアランドへ行きましょう」

「……は？」

「だから、ピュアランドへログインするの」

「いやいやいや……ピュアランドって、え？　お前プレーヤーじゃないだろ」

「プレーヤーよ！」

「は……はぁぁぁぁ!?」

　リア充じゆうの渚がプレーヤー？　おいおい悪い冗じよう談だんだな。

「お前、あの千問の入試に合格したっていうのか？」

「うん。入学したてのころ、あたしがいきなり保健室へ行ったことあるでしょ？　そこで入試を解いたの。翔の思考なんて丸わかりだから、あんなの三時間で充分よ」

　マ、マジか。

　まだ現実を受け入れられんが……。

「なら川辺エリアで待ち合わせしよう」

「わかったわ」

　そう言うと渚は机の上にあったＡＲメガネを手に取り、俺はポケットから取り出す。

「「エンター☆ピュア！」」

　二人の声が重なる中、感覚がネット世界へと繫つながっていった。
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　暖かな陽ひの光に照らされて、水面がゆっくりと流れている。

　俺が川辺に座ってそれを見つめていると、後ろから「翔」と声がかかった。

　振ふり返って見たピュラ……それは、振ふり袖そで袴はかまを着た黒くろ髪かみの少女、アオイだ。

「……え？」

「なに呆ぼけた顔してるの。待ち合わせしたじゃない」

「待ち合わせって……ま、まさかアオイが渚だったのか!?」

「そうよ」

「えぇぇぇぇ!?」

　想像だにしなかったことに、次の言葉が出ない。

　だって性格違ちがいすぎだろ！

「いや、でもよく考えてみれば……」

　小学校のころに川でおぼれる前の渚は、こういう感じだった。昔の渚があのまま大きくなってたら、きっと〝アオイ〟になっていた気がする。

「そうか。やっぱりお前、〝ソラ〟が俺だって気づいてたんだな？」

「そうよ。だって翔はネットでもリアルでも性格まんまじゃない」

「それはそうだがな」

　しかし、ピュアランドをプレイする者の大半はリアルとネットで性格が違う。

　会話の中でばれたわけではなく、性格だけでソラを俺と確信するだなんて……。

「ソラ、まるで私に気づかないんだもの」

　アオイはすねるように漏らす。

「だってお前、違いすぎだろ。あえてもう一度聞くが……どうしてリアルの性格があそこまで歪ゆがんだんだよ！」

「歪んだってひどくない!?　ソラ──翔に迷めい惑わくをかけたくなくて、強くなろうとして……やりすぎちゃったのよ」

　恥はずかしそうにうつむきながら言うアオイ。

　それを見た瞬しゆん間かん、不覚にもドキッとしてしまった。

　世よ渡わたり上手のリア充だと思っていたが、実はとんでもなく不器用で誠実なヤツなんだ。その一面だけを考えれば、アオイと通ずるものがある。

　そして渚もアオイも、自分の気持ちを口にしないでただ俺を支えてくれた。

　俺はアオイとの出会いを思い返すように彼女のプロフィール画面を開く。





　名前……アオイ

　ひと言メッセージ……お友達から始めましょう

　純心……献けん身しん






「前は非表示だった純心の欄らんが……献身？」

　俺の言葉を聞き、彼女は顔を真っ赤にしてうなずく。

　なんてことだ……。いつも一いつ緒しよにいた渚のことを、俺はまるでわかっていなかったんじゃないか。

　引きこもりだったとき家に来てくれたことも、学校へ行き始めてからも世話を焼き続けてくれたことも、すべてこの〝献身〟から来たものだったのだ。リア充の気まぐれだと思っていた自分が恥ずかしくなってしまう。

「なんていうか……すまん。それにありがとう」

　思い出が溢あふれ返り、胸が熱くなる。

　渚──アオイみたいな清せい楚そでおしとやかな心を持つ少女に、俺はなんてことを言っていたんだ。

「私はピュアランドにずっと反対してたけど、ピュアランドのおかげで私のこと見直してくれるなんて皮肉なものね」

「ピュアランドはプレーヤーの純心が表面化するからな。アオイが渚だと言われれば、思い当たる節もあるし……納なつ得とくもするさ」

「自分のシステムにそう出てしまえば信じるしかないでしょうね」

「丁てい寧ねいな言葉で毒吐くな」

「ふふっ……でも、結局私たちはピュアランドがあったからこそ打ち解けられたのかもしれないわね」

「そうだな。ピュアランドに感謝だ」

　そして俺たちは微笑ほほえみ合う。

「ねぇ、翔」

　リアルの名で、俺を呼ぶ。
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「私、やっと自分の気持ちがわかったわ。やっと素す直なおになれる気がする。だから──」

　そこまで言うと、彼女は俺を正面から見み据すえる。

「だから私……」

　ち、ちょっと待て。いくら恋れん愛あい経験が少なすぎる俺でも、この先の展開は予想がつくぞ。

　しかし俺たちはたった今わかり合ったばかりで、これからやっと始まるわけで、その先のセリフは心の準備が──。

「私、翔のことが好き」

　ついに、渚は告白をした。

　正直な話、戸と惑まどっている。

　だが彼女の想おもいと積み重ねてきた時間は、確かに俺にとっても大切なものだ。

「お前の気持ちは、嬉うれしいよ」

　俺はただ彼女の想いに素直な礼をのべた。

　その途と端たん、アオイの顔が真っ赤になる。





『ピュアガールの「ドキッ☆」を確かく認にん。これより〝魂の恋人ソウル・ラヴアーシステム〟を発動します』






　突とつ然ぜん、俺の耳に直接アナウンスが流れる。

　魂の恋人システム……俺が真に解明しなければならないブラックボックス。

　身構える中、辺りが一いつ瞬しゆんにしてホワイトアウトしてしまった。
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　辺り一面が真っ白な空間に体が漂ただよっている。

　フワフワした現実感のない場所……。

「フィールド表示は……前回と同じか」

　俺が警けい戒かいするように漏もらす。

　横を向くと、水色のパジャマを着た渚がいた。

「な、なんでソラじゃなくて翔の姿なの!?」

「ここはピュアランドの中でも特別な空間なんだ。そしてここへ来た以上、おそらくなんらかのイベントが──」





『百八十秒以内に〝心と心のキス〟をしてください』






「いきなり!?」

「心と心のキスってなによ？」

「ようするに、この状態でキスするんだ」

「キ、キス!?」

　そう叫さけんで渚はうろたえる。

　……だよな。つき合いは長いが、明確に互たがいを異性だと意識して見たの、ついさっきだもんな。





『あと百二十秒です。なおこのキスに失敗すると、一定期間ピュアランド内で互いの姿を認識できなくなります』






「マジで!?」

　つい声を上げる。

　しばらくの間って、どれくらいだよ。数日ならまだいいが、数週間とか数ヶ月とか……。

　渚へ目をやると、彼女はこちらへ背を向けたまま固まっていた。

「どうしたんだ？」

「きゃっ！」

　体調不良がぶり返したのかと思い慌あわてて渚の肩かたへ手を置くと、彼女は驚おどろいたように跳はね上がって俺から少し離はなれる。

　……………………………………………………………………………………………………。

　キスのこと、滅め茶ちや苦く茶ちや意識してるな。

　というか俺もかなり意識してる。

　それに……俺は美紅とも心と心のキスをした。

　リアルのキスではないとはいえ、渚へキスしていいのだろうか？

「翔……。あたしあんたのこと好きだけど、ずっと友達だと思ってたから、いきなりキスなんて……」

　戸惑いながら頰ほおを染める渚を見て、やっぱりピュアなんだなと微笑ましくなってしまう……って感心してる場合じゃない！

　俺だって渚といきなりキスは考えてしまう。

　たとえば割り切って、「ネットでアオイと会うためだけにキス」なんて明らかにギルティだし、これ明らかに無理ゲーだろ。

「っ……ダメだ。もう時間がない」

　焦あせりばかりがつのり、俺たちはなにもできずにいる。

「ごめん、翔。まさかこんなことになると思わなくて……」

「謝るなよ」

「でもいきなりキスなんて……」

　俺たちは一緒にいた時間が長すぎた。〝幼なじみ〟として過ごした時間が長すぎた。

　やはり俺たちには、まだ早かったのだ。

『五・四・三……』

　カウントダウンが始まる。

　だがこんな状じよう況きようでキスなどできるはずがない。

『二』

　おそらく、渚は焦っていたのだ。鈴の言葉でがむしゃらにがんばり始めたと知っていたのに、俺は肝かん心じんなところで彼女の焦りを止められなかった。

　体調を崩くずして倒たおれたときも。

　告白したときも。

『一』

　もうダメだ。

　あきらめと後こう悔かいで頭が真っ白になる。

　そして無情にも『零ぜろ』と宣言されたそのとき……俺たちは強制ログアウトさせられた。
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　合宿四日目。明日でこの合宿も終わりだ。

　朝になると、俺たちは朝食のためにリビングへ集まる。

　すると野の原はら先生がすぐにこちらへ来た。

「渚なぎささんに朝食を持って行ってぇ。鉄分補給させたいけど、さすがにレバーは無理そうだし……ひじきやごまを使ってご飯を作ってもらったの」

「あ、いや……もう俺じゃなくていいんじゃないかな」

　なるべくさりげなく断ろうとしたが、こちらの話を聞いていた美み紅くがすぐに顔を上げる。

「渚とまたなにかあったのか？」

「なにかってほどのことじゃ……」

「やっぱりなにかあったんだな。まったく……せっかく仲直りするチャンスだったというのに」

「──お前、コミュ障もここまでくると尊敬するぞ」

　歩ほ貴たかがため息をつきながら言う。

「お兄ちゃん、それでいいのよ！　渚なんて丸めて固めてポイよ」

　鈴りんは嬉うれしそうにその場ではねる。

「……」

　雪ゆき奈なの、無言の視線が刺ささる。

「お、お前らなにか勘かん違ちがいしてないか。俺と渚はちゃんと仲直りしたぞ」

「ではなぜご飯を持っていけないんだ？」

　美紅の言葉に俺は「実は、深い深い事情があってだな……」と小さく漏らす。

「ほう、どんな？」

「深い事情だ」

　それだけ言って俺が黙だまりこんでいると、歩貴がため息をつく。

「みんなに仲直りのお膳ぜん立だてをしてもらっておいて、言わずにすむと思うか？」

「うっ……」

　無理だろうな。

　だが……昨夜のことを話すのか？

　俺が悩なやんでいると、先生は「渚さんが待ってるから、ご飯は私が持っていくわぁ。健康状態も見ておきたいし」とリビングを出る。

　辺りには沈ちん黙もくが流れ、俺への視線が強まった。

「……言います」

　先生が出て行ったなら、ピュアランドでのことを話しやすい。俺は肩を落としながら深いため息をついた…………………………………………………………………………………。

　さすがに渚の告白やキスのくだりは話さなかったが、アオイの正体が渚であることと魂の恋人ソウル・ラヴアーシステムで一ひと悶もん着ちやくあったことは話した。

　だが美紅は魂の恋人システムの経験者だ。俺と渚の間にどんなやりとりがあって「ドキッ☆」となったのか、魂の恋人システムでなにがあったのか、なんとなく察した顔で黙っていた。

「ピュアランドをやればお兄ちゃんとドキッ☆なことができるのー!?　やっぱり鈴もピュアランドやるー！　ネットでならあんなことやこんなことしても倫りん理りＯＫだもの!!」

　中ちゆう途と半はん端ぱに話したせいで、鈴がなにやら妄もう想そうをふくらませた感じで取り乱す。

「いや、そんな目的ならよけいに入会させないし」

「じゃあ渚となにしてドキッ☆ってなったのよ！」

「いや、そのドキッ☆も最終的に失敗っていうか、だから気まずいわけで……」

「やらなくていいし！」

　さきほどから口を結んでいる美紅の沈黙が痛い。

　歩貴はそんな彼女と俺を交こう互ごに見ながら、「翔かけると渚にドキッ☆なことは無理ゲーだな」とつぶやく。

「だよな。俺もそう思った」

「なに安心したように言ってる。これからが大変だぞ」

「ぐぬぬ……」

　胃が痛い。

　吐はき気がする。

　まさか俺がこんなことで悩む日がこようとは……。

「私は少し、一人になりたい」

　美紅はそれだけ言うと、さっとリビングを出て行ってしまった。

「み、美紅……」

　追おうとするも、あそこまできっぱり言われては足が動かない。

「不本意ながらハーレムだな、翔」

「うまいこと言ったつもりかぁぁぁぁ！」

　俺はもう、半泣き状態で叫さけんでいた。




　朝の一件で「みんなで勉強」といった雰ふん囲い気きでもなくなったため、今日は自習になってしまった。

　俺はゲストハウスの外に出て、二階にある渚の部屋をじっと見つめて考えこむ。

　どれくらいの期間かわからないが、俺たちはピュアランドで会えない。

　そしてリアルでも……心と心のキスが失敗して、気まずくなって、会えない。

　こんなに近くにいるのに、とても遠い……。

　切なさが胸をしめつける。

　まだ渚の部屋を眺ながめていたい。だけど眺めているほど辛つらさがつのる。

「くっ……」

　俺は苦く悶もんの声を漏もらすと、自分をさいなむ想おもいから逃のがれるようにゲストハウスから遠ざかった。

　しばらく歩くと中庭にさしかかった。

　色とりどりの花に、噴ふん水すいと長なが椅い子す。

　ちょっとした公園だ。

　しかしちょうど中庭についたとき、木こ陰かげで見えなかった赤い髪かみに気づく。

「美紅……」

　なんてことだ。一人になりたいと言って出て行った彼女がまさかこんな所にいたなんて……。

「ふぅ……今日は母おも屋やに泊とまろうと思っていたのだが、ここで会うとはな」

　彼女は深いため息をつくと、「やっぱり私たち、魂の恋人ソウル・ラヴアーなんじゃないか？」と微笑ほほえむ。

「すまん」

「いきなりなにを謝っている」

「だって、渚のことで……」

「まぁ非モテのぼっちキャラには少し刺し激げきが強かったかな」

　彼女はそう言うと、座っていた長椅子の横をあける。

　座っていいということだろう。

「渚が告白したのか？」

「そうだ」

「幼なじみだもんな。きっと昔から好きだったに違ちがいない」

「それを本当に自覚したのは、魂の恋人システムに入る直前だったみたいだが」

「不器用なピュアガールだな。しかし正体があのアオイだったというなら……当然か」

「まさかアオイだとは想像もしていなかったよ。しかもあいつ、ソラが俺だと気づいてたんだ」

「ほう……だとしたら、ソラの正体に気づいていたうえにソラからも迎むかえに来てもらえた私の勝ちだな」

　美紅はそう言って笑う。

　そして静かな瞳ひとみでこちらを見つめてきた。

「私は正々堂々と魂の恋人ソウル・ラヴアーを探す。だから、やはりお前たちには仲直りして欲しい」

　迷いの無い瞳。

　彼女は俺が悩んでいる間にすっかり立ち直っていた。

　美紅……やはりステキな子だ。

「夜になったらピュアランドをやるのか？」

「もちろんだ」

「なら、アオイの様子は私が見に行こう」

「なにからなにまで……すまない」

「気にするな。それに私ならメール機能でアオイとコンタクトがとれるからな」

　美紅はそう言うと、「さぁ、では昼は勉強だ！」と立ち上がる。

　そして俺たちはゲストハウスへと戻もどっていった。
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　ピュアランドにログインすると、俺は修しゆ行ぎようを始める。

　まるで渚のことで悩む自分をいじめるかのように。悩みを振ふり払はらうなにかをこの先に見つけようとするかのように。

「って……それ、まるでがむしゃらにがんばってた渚と一いつ緒しよじゃないか」

　今さらになってあのときの渚の気持ちがわかるとは……皮肉なものだった。

　俺はうつむきながら炎ほのおの道を歩む。

　燃えているのはアニメヒロインのポスターであったりゲーム機であったり、様々だ。これは火ひ渡わたりと踏ふみ絵を同時におこなう精神修行である。

「おぉ、これはヒッキー時代に取り寄せてお世話になったレトロゲーム機、ドリームキャプト！　湯●専務……あなたの血と汗あせと涙なみだの結けつ晶しようを燃やし、踏むことをお許しください」

　俺は懺ざん悔げするようにその場へ膝ひざをつき、胸の前で両手を握にぎりしめる。

「俺はこれを糧かてに煩ぼん悩のうを断たち切り、必ずや純愛力を上げ──」

「暗っっ。暗いよきみ」

　熱さに耐たえて懺悔していた俺へ、急に声がかかる。

　顔を上げると、アニルがウサ耳を揺ゆらしてこちらを見つめていた。

「この間は機き嫌げんが悪かったし……またなにかあったのかい？」

　彼女は聡さとい笑えみを浮うかべて問いかけてくる。

　この女……かなり鋭するどい。

　そう考えながら火の道をさけて普ふ通つうの地面へ移っていると、アニルはその思考すら読み取ったかのように「きみがわかりやすいだけだよ」と肩かたをすくめる。

「人の心を勝手に読むな！」

「ほらほら、またわかりやすい。怒おこったら図星だってばれるよ？」

　減らず口め……。

　俺が手を震わせていると、彼女はしかたなさそうにため息をつく。

「ボクでよければ相談くらいならのるけど？」

「べつにいい」

「ピュアランドのことで悩なやんでるの？　それともリアルのこと？」

「どちらもだ」

「ふむ……その悩み事って一つ？　二つ？」

「一つ」

「なるほど。つまりピュアランドとリアルの悩みは有機的に繫つながっているわけだ。ならきみ、誰だれか女子プレーヤーの正体を知ってるね？」

「そ、相談はいいと言っただろ！」

　的確にこちらの悩みを当ててくる彼女を前に、動どう揺ようしてしまう。

「リアルの方できみの悩みは解決できそうかい？」

「……」

「ピュアランドでは？」

「……」

　貝のように口を閉ざしてしまった俺を見て、アニルは再び肩をすくめる。

「どちらも難しいっていうなら、きみの悩みはピュアランドで解決した方がいいね」

「どうしてだ？」

「だってメシアはピュアな恋れん愛あいのためにここを作ったんだろ。なら、ここで解決するのが一番じゃないか」

　……なるほど。それはそうだ。

　開発者ながら納なつ得とくしてしまった。

　だがピュアランドにはまだ解明されていないシステムがあるし……。

　悩む中、ふと、聡いアニルにならそのことを相談してもいいのではないかと考える。

「なぁ、このβテストの本当の目的を知ってるか？」

「本当の目的??」

「メシアのひとり言を偶ぐう然ぜん聞いたんだ。このピュアランドにはブラックボックスになっているシステムがあって、その解明のためにβテストをおこなっているらしい」

「なんだって!?」

　急にアニルが語気を荒あらげる。

「ブラックボックスだなんて……参加しているピュラのデータやメンタリティに悪あく影えい響きようはないのかい!?」

「メ、メシアならそこら辺も考えてやってるだろう」

　アニルの変化に驚おどろいた俺は、たじろぎながら漏もらす。

　今のところピュラのデータやメンタリティに悪影響はない。もしなにか影響があるとすれば……魂の恋人ソウル・ラヴアーシステムが関わったときだ。

「あのシステムはバグなのか、もしくは革新的なシステムなのか……」
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　一人で考えるように小さく漏らす。

「ピュアランドが本当に純愛を極きわめられる場所だっていうなら、そのブラックボックスにこそ答えがあるんじゃないかい？」

　アニルはいつもの調子に戻もどり、さらっとつぶやく。

　魂の恋人システムにこそ答えが……。確かに俺の恋愛が動くとき、必ずあのシステムが関かかわっている。バグと言うにはあまりにも意味を持つシステムだ。

　俺は黙だまりこみ、深い思し索さくの中へと入った。

　そのとき、不意にメールが届く。

　セフィアからだな。

　そう思ってアイコンをクリックすると──。

『ＳＬＳ』

　送信先が、そう表示されていた。

「ＳＬＳ？　誰だれの名前だ。メール機能を使えるのは俺とセフィアだけだし、あとはシステムそのものが介かい入にゆうしない限り……あっ！」

　ソウルＳ・ラヴァーＬ・システムＳだ！

　俺は慌あわててメールを開く。





SLS:ペナルティーの解除コードを伝えます。






「解除コードだと!?　昨日の今日で、もういいのか」

　俺は期待に胸を躍おどらせて続きを読む。





SLS:ソラさんの場合は『ＡＯＩ』。アオイさんの場合は『ＳＯＲＡ』。この解除コードをメール文末にあるリンク先へ音声入力すれば、ペナルティーが解除されます。






「おぉ、たったそれだけで！」





SLS:ただしペナルティー解除後、三分以内に心と心のキスをクリアしなければ両者のアカウントが削さく除じよされます。再登録は不可です。






「アカウント削除ぉぉ!?　おいおい、俺、開発者だぞ!!」

　あまりのペナルティーに思わず声が漏れる。

　ヤバっ、アニルに聞こえたか!?

　辺りを見回すと、彼女はいつの間にかいなくなっていた。

　助かった……。

　俺は心を落ち着けて今のメールについて考える。

　垢あかＢＡＮはきつい。俺にはそれでもメシアが残るが……それではなんの意味もなかった。

「俺自身を投とう影えいさせたソラで恋人探しをしなければ、魂の恋人ソウル・ラヴアーにはたどり着けん。これは実質、二人とも完全にピュアランドから排はい除じよされるということか」

　しかもこの場合、俺とアオイは一いち蓮れん托たく生しようだ。

　俺がキスに失敗してもアオイがキスに失敗しても垢ＢＡＮ。

　しかも、リアルでもネットでもまともに話せないこの状じよう況きようで、ある意味トラウマ化してるキスなど……無理だ。

「っ……せっかくペナルティーを解除できると思ったのに、新たな無理ゲーを要求されただけか」

　苦々しい思いでつぶやく。

　そのときふと、俺はメールの文面がおかしいことに気づいた。

　このメールはなぜ俺にまでアオイの解除コードを伝えているんだ？　まるで二人のうちどちらが読んでも大だい丈じよう夫ぶな書き方だ。

　不思議に思ってメールをよく読むと、「ＣＣ」と表示された部分に俺とアオイの名前があった。

「アオイもこのメールを読んでるのか」

　そう思い、顔を上げる。

　今は会えなくなってしまったアオイ……きみは今、このメールを読んでどう思っているのだろうか？
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　リアルに戻ると晩ご飯の時間になっていた。

　しかし俺と美紅はのちほど食べることにして二人で空き部屋へと入る。

「あのメールにはアオイもかなり動どう揺ようしていたな」

　椅い子すに座った美紅は、ため息をつきながらもらす。

　俺も美紅の向かいにある椅子へ座りながら、「俺だって動揺したさ」と息を吐ついた。

「私が思うに、ピュアランドで会うのはあきらめてリアルで仲直りするか、魂の恋人ソウル・ラヴアーシステムのイベントをクリアするかの二択たくだ」

「それ以外にないよな」

「それで、翔はどうする？」

「そんなすぐに聞かれても答えなんて出ないぞ」

「だな……」

　その言葉で、会話が止まる。

「だいたい、なんで開発者の俺が垢ＢＡＮされなきゃならんのだ」

「ある意味凄すごいがな。ハイテク文化の極きわみ。コンピューターの暴走。そして排除される人類」

「中二乙おつ！」

「今のお前も似たようなものだろ」

「ぐぬぬ……！」

　うめく俺を見ながら、美紅はそっと息をつく。

「翔はピュアランドで恋こいをすると決めている。渚だってそれは充じゆう分ぶんわかっているはずだ。だとしたら……『ピュアランドで会うのはあきらめてリアルで仲直り』というのは、最善ではないな」

「わかってる。だがこればかりは俺一人でどうこうできる問題じゃない。渚の気持ちだって関かかわってくることだしな」

「本当は二人で話し合えればまだ考えようがあるんだが……」

　そこまで言って、彼女は言葉を止めた。

　美紅は俺と渚がキスに失敗したことに気づいている。渚と俺が話し合うなんて無理だとわかっているのだろう。

「二人にはまだ時間が必要だな。今日の話はここまでにして、そろそろご飯を食べるか」

「俺はもう少し考えてから食うよ」

「そうか」

　美紅はうなずくと立ち上がる。

「大丈夫。お前だったら必ずいい答えを導き出せるさ。そうだろ、メシア様？」

　彼女はそう言って微笑ほほえむと、俺をおいてそっと部屋を出た。




　美紅が部屋を出て行ったあとしばらく考えこんでいた俺だが、やはりまだ答えは出ず晩飯を食おうと立ち上がる。

　そして部屋を出て廊ろう下かを進んでいると……雪奈が渚の部屋から出てくる姿が見えた。

「なんでお前が……？」

　戸と惑まどっていると、彼女はこちらへ歩いてくる。

「渚さんがいつもつけてるヘアピン、知らない？」

「ヘアピン??」

「倒たおれたときになくしちゃったみたいで……」

「俺は知らないな。あとでみんなに伝えておこう。その方が早く見つかるだろ」

「ありがとう」

　……………………………………………………………………………………………………。

　唐とう突とつに、会話が終わる。

　しかし雪奈はすぐにここを去らず、なにか迷っているようだった。

　俺がじっと見つめていると、彼女は意を決したように口を開く。

「二人の話、全部聞いた。渚さん、思ったより落ち着いてたわ」

　え、全部聞いた!?

「まだ体もメンタルも本調子じゃないけど……翔くんにやっと告白できたこと、よかったって言ってた」

「よかった??」

　雪奈の言葉に俺は首をかしげてしまう。

　というかこの女、いつの間にそこまで渚と仲良くなったんだ？　いつも一人でいるくせに、おかしい。なんか妙みように俺の恋れん愛あいに絡からみ始めてるし……なにが目的だ!?

　俺の顔を見て察することがあったのか、雪奈はわずかに目を伏ふせる。

「わたし、渚さんの気持ちなんとなくわかるから」

「お前が？」

　つい素すで問い返してしまう。

　だってお前、ネットで恋こい人びと募ぼ集しゆうしてたし。明らかにギルティだし。つか渚と性格が全然違ちがうじゃん！

　一気に浮うかび上がったツッコミたちをすんでのところで食い止める。

　そんな俺を眺ながめながら、雪奈は胸に手を置いてひと言ひと言嚙かみしめるように喋しやべり出す。

「ずっとすれ違ってたことをちゃんとできたんだから、結果がどうであれすっきりする部分はあると思う。すれ違ったままなにも言えないより何倍もいいから。……渚さん、勇気あるよね」

「すれ違ったままよりいいか。なるほど、あいつらしい」

　アオイとは違う、リアルの渚。さっぱりしたリア充っぽい渚。

「くくっ……」

　不ふ謹きん慎しんとは思いつつも、笑いが漏もれる。

〝アオイ〟という一面を持つ以上、まだ悩なやんでることもあるはずだ。しかしさんざんリア充扱あつかいしてきたリアルの渚らしい一面が、今は俺の心を軽くする。

　たった一日会えなかっただけなのに、渚らしい一面を聞いて懐なつかしい気持ちになる。ほんの半日足らずで二人の関係が激変してしまったせいだろうか。いや、それだけじゃない。

「あいつがそばにいることが当たり前になってたんだな」

　だから、いないと寂さびしい。

「そうだ。やっぱり寂しいな」

　確かめるように想おもいを口に出し、渚の部屋へ目を向ける。

　ここから歩いて五秒くらいだ。だが今は、その距きよ離りが何百倍にも遠く思える。

「それでもあいつが前を向いてるなら、俺だって前を向いて進まなきゃ」

　そう言って俺は渚の部屋から目を離はなし、階段へ向かう。

　今は離れてしまっているが、また笑え顔がおで会えるようにしたい。

　そのための答えを、俺は探してみせる！
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　今日はＧＷ五日目。連休も最終日だ。

　渚のこともあって、勉強は自習になった。

　だが……俺と歩貴は二人でピュアランドをしていた。

「さてと。ついに我が天眼、夢の国への羅針盤フオーチユン・コンパスを使う刻ときがきたか」

　俺は手の骨をバキバキ鳴らしつつ喋る──ゴキッ！

「痛っっ！　骨が、骨が……!!」

「慣れないことするからだバカ」

　ルーガスの冷静なツッコミにジト目を返すも、彼は涼すずしい顔で「まずは僕の知的心眼マトリクス・アナリシスを使うか？」と聞いてくる。

「こんなわかりやすい状況で使って意味があるのか？」

「お前の恋愛経験で状況を語るな」

「じ、自分だって似たようなものだろ」

「ピュアガールとの謁えつ見けん回数ならソラの十倍はあると思うが？」

　彼は意味ありげに言うと口の端はしを上げる。

　こいつ……俺が知らない間にピュアランドを堪たん能のうしてやがる。

　ルーガスは俺の視線を意にもかいさず、自分の左目を押さえ始める。

「くっ……静まれ。こんな所で〝あの力〟を解放してしまうと……」

「むしろ早はよ解放しろ」

「黙だまれ。ぬぁぁ……落ち着け、〝知的心眼マトリクス・アナリシス〟！」

　その言葉とともに彼の前に相関図が浮かぶ。

「今ならその相関図、俺が見ても問題ないだろ」

　言いながら空中に浮かぶ画面をのぞきこもうとすると──。

「やめろ、失明するぞ！」

「マジで!?」

「あぁ。この力で僕の祖先たちが何人犠ぎ牲せいになったことか……」

「その設定おかしいだろ！」

　声を上げながらさらにのぞきこもうとすると、彼は「お前、また別の子とフラグ立ててるな」と呆あきれぎみにつぶやく。

「別の子？」

「僕の方が聞きたいね。なぜこんな短期間で急激にフラグが立った。まさかリアル……」

　そこまで言うと彼は言葉を止めて相関図を閉じた。

「アオイの方は予想通りだったな。早く占うらないしたらどうだ？」

「……さっきの話が気になりすぎるんだが……」

　聞いたところで答えるつもりもないだろう。

　俺は息を吸うと胸の前で手を合わせ、印を結ぶ。

「臨りん・兵びよう・闘とう・者しや──」

「それ破は魔まの術だぞ」

「う、うるさい！」

　ようは気分がのればいいのだ。

　俺はルーガスの言葉を無視して印と呪じゆ文もんを続け、魂の恋人ソウル・ラヴアーを求める気持ちを爆ばく発はつさせる。

「我が前に道を示せ、夢の国への羅針盤フオーチユン・コンパス！」

　そう叫さけんだ刹せつ那な、目の前に大きなルーレットが現れた。ルーレットの盤ばんには様々な「お告げ」が書いてあり、針が指し示したお告げに従うと〝吉きち〟というものだ。

「異界より現れし占せん術じゆつの魔ま具ぐよ、再び我が声に応こたえその力を示せ！」

　俺は声を上げると勢いよくルーレットを回す。

　そして指し示されたお告げは……。

『織おり姫ひめと彦ひこ星ぼしを繫つなぐ天の川は必ず現れる。ラッキーカラーは青だよ[image: (^O^)/]』

「顔文字うさんくせー！」

　全力で占いにツッコミを入れてしまう。

「落ち着けソラ。前回は占いが当たったことだし……真ま面じ目めに意味を考えよう」

「そ、そうだな。しかし七夕たなばたの季節にはまだ早いが、この内容は一体……」

「ディテールは脇わきに置くとしても、『天の川は必ず現れる』というのはソラとアオイに必ずなんらかのチャンスが訪おとずれるってことじゃないか？」

「なるほど……必ずチャンスが訪れるか」

　この文面なら、それは間ま違ちがいないだろう。

　ならば俺はそのときが来るまで、このフィールドで純愛力を高めよう。チャンスが訪れたとき、つかみそこねないように。

　静かな決意をしていると、不意にセフィアからメールが届く。
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　なんかテンション高いメッセージだな。

　俺はルーガスへメール画面を向けると、「どうする？」と聞く。

「行ってみようじゃないか。占いに出た『天の川』が現れるまで待つしかないんだ」

「そうだな」

　俺はうなずくと、彼とともに浜辺エリアへ移動する。

「こっちよ～！　早く～！」

　波打ち際ぎわでセフィアが手を振ふっている。

　見たところ彼女一人だ。このエリアだってなんの変へん哲てつもない普ふ通つうのエリアである。なぜ俺を呼びつけたのかまったく理解ができなかった。

　だが、横にいたルーガスは違う。

「どうしてここに……」

　彼はセフィアの横を見つめて呆ぼう然ぜんと漏もらす……って、横？

　俺は首をかしげてルーガスと同じ方を見る。

「なぁ、お前なにを見てるんだ？」

「なにって……やっぱり見えないのか？」

「え??」

　こちらへ気をつかうようにつぶやく彼を見て、俺は混乱してしまう。

　そんな俺を見て、セフィアは横へ目を向けた。

「あなたも見えないの？」

「……」

「見えないって」

　ルーガスはわずかに表情を曇くもらせると、「やはりダメか」とうなずく。

「お前たち、さっきからなんの話をしてるんだ？」

「アオイだよ」

「アオイって……」

「そこにいるんだ。セフィアの横に」

「マジで!?」

　俺は声を上げて足を踏み出す。互たがいに見えないと理り屈くつではわかっていたが、こうやって実際にダメだとわかると心がはやる。彼女と喋しやべりづらくなっていたことも忘れ、俺はとにかくセフィアの横に立った。

　そして目の前へそっと手をのばすも……空を切ってしまう。

「触さわることもできないのね」

「っ……そうだ、メールは!?」

　慌あわててメール機能を立ち上げるも、送信先の一覧から「アオイ」の名前が消えていた。

「なにがなんでもアオイとコンタクトがとれないようになってるのか」

　俺は肩かたを落としてつぶやく。

　目の前にいるのに触れないなんて、リアルではありえない。

　互いの声も聞こえないなんて、リアルではありえない。

　データ世界ゆえのペナルティ。

「くそ！　だがキスは……」

　つぶやいた俺を見て、セフィアがそっとこちらの肩を叩たたく。

「焦あせらないの。そうね……ちょっと二人でそこに座ってみなさいよ」

　セフィアに指し示され、俺は砂すな浜はまに腰こしをおろす。

「アオイはもうちょっと右……うん、そこ」

「綺き麗れいに並んだな。仲良く海を眺ながめているように見えるぞ」

　そうなのか。セフィアの動きからして、アオイは俺の右みぎ隣どなりに座っているはずだ。しかし気配すら感じない。

　ため息をついて目を伏ふせたそのとき、俺は不思議な足あし跡あとを見つける。俺のものでもない。ルーガスのものでもない。もちろんセフィアのものでも──。

「足跡はつくんだ！　だとしたら……」

　慌てて砂へ指を突つき立てる俺を見て、セフィアとルーガスは意図をくみとったかのように微笑ほほえみ合う。

　そして二人してどこかのエリアへ飛んでしまった。

『アオイ　そこにいるか？』

　少しの間をおいて、俺の右側に砂文字が書かれ始める。

　アオイも砂の跡あとでならやりとりできると気づいたのだろう。

『うん』

『やっぱり　見えないのは嫌いやだな』

『うん』

　そこで、会話が途と絶だえてしまう。

　俺たちはキスに失敗してリアルでも会いづらくなっているのだ。……しかたない。

　しかし〝キス〟はとても大事なもので、互いの心こそが重要だ。少なくともペナルティを解くためだけにするものではない。

　それはアオイもよくわかっているはずだ。

　だからこそ、俺たちはキスに失敗したのだから……。

　俺は少し考えると、彼女に占いのことを伝えることにした。

『今から書くことを　信じてくれ』

『──』

　アオイはなにか書きかけるも、すぐに消して俺の言葉を待つ。

　隣にいるのに、見つめ合うことも言葉を交かわし合うこともできない。この砂文字だけで俺の気持ちが伝わるだろうか？

　不安になりながらも、力強く文字を刻む。

『仲直りのチャンスは　必ず訪れる』

　唐とう突とつな話で驚おどろいたのだろう。

　彼女はしばらくなにも砂に書かなかった。

　だが、意を決したように砂には勢いよく文字が浮うかび上がる。

『信じる』

　たったひと言。しかしそのひと言で心が繫がった気がした。

　リアルだったらここまで素直にやりとりできなかっただろう。純心が表面化するピュアランドだからこそ、互いに一歩踏ふみ出せたのだ。

「ピュアランドでは互いの姿が見えないっていうのに、皮肉なもんだな」

　俺は息をつくとその場から立ち上がる。

　砂が舞まったのを見てアオイもそれに気づいたのだろう。右側でも砂が舞った。

「アオイ、信じてくれてありがとう」

　聞こえていないとわかってはいても、言葉が漏れる。

　そう、仲直りのチャンスは必ず訪れる。

　だからこそそのチャンスを逃のがさないよう、純愛力を上げるんだ。

　俺は決意を新たにすると新規フィールドへ飛ぶ。

　心と心のキスは、すでにセフィアとした。

　それなのにアオイと再び会うためだけに心と心のキスをしていいのか？

　惑まどいが俺をさいなむ。

　そんな中、セフィアからまたメールが届いた。
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　アオイ……俺と同じ気持ちだったのか。

　二人でがんばろう。

　そして、必ず仲直りしよう！
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　ピュアランドでずっと修行をしていたため、いつの間にか夜になっていた。

　ログアウトしたのは俺が最後だったらしく、みんなはすでにリビングに集まっている。

「あれ？　なんの用意もしてないじゃないか」

「せっかくの最終日だからな。庭でバーベキューをしようと思うんだ」

　美紅の声を聞き、みんなを見回す。

「僕は『ＢＢＱなんてリア充じゆうっぽいイベント、翔が参加するのか？』と言ったんだがな」

　そう言って歩貴が肩かたをすくめると、美紅が頰ほおを染める。

「両親の交友関係につき合わされて、たまにホームパーティーでやるんだ。合宿中はみんなバラバラで晩ご飯を食べていたから、最後の夜にはちょうどいいと思ってな」

「みんなバラバラか……そういえばそうだったな」

　ピュアランドがあったので、なかなかみんなそろって食う機会がなかった。

　バーベキューは美紅なりの気づかいなのだろう。

　しかし……。

「雪奈と渚がいないが？」

「雪奈は少し用事があるらしい。渚は……まだ本調子じゃないみたいだ」

　そうか。無理はさせない方がいい。それに今会ってもどう話していいのかわからない。

「そういえば、渚のヘアピンを見つけたヤツはいるか？」

　俺の問いに、みんなが首を横に振ふる。

「私の家でなくしているはずだから、いずれメイドが掃そう除じ中に見つけてくれるだろう」

「確かにな」

「──渚さん、妙みようにヘアピンを探したがって……止めるのに苦労したわぁ」

　先生が困ったようにつぶやく。

「体調を崩くずしても無理するのは変わらないな」

　俺が苦笑しながら漏もらすと、鈴がこちらの腕うでに抱きついて頰をふくらませる。

「お兄ちゃん、早くバーベキューしよー！　鈴おなかすいたー！」

「あぁ、そうだな」

　俺はうなずくと鈴に腕を取られたままリビングを出ようとする。

　そしてふと二階へ目を向け「みんなでバーベキューか」とつぶやく。

　そっと漏らしたその言葉を聞いた美紅が、俺をじっと見つめていた。

　庭に出ると、執しつ事じやメイドたちがすでにバーベキューの準備を終えていた。

　合計五名ほどいたが、俺たちを見つけると「「みなさま、どうぞお楽しみくださいませ」」と声を合わせて一礼してくる。

　そして使用人たちの中では一番年長である白はく髪はつの執事が一歩前へ出た。

「まずメニューのご紹しよう介かいをさせて頂きます。こちらにある野菜類は提てい携けい農家から取り寄せた有機無農薬野菜。肉類は全国各地のブランド牛を取り寄せ、この場でちょっとした国内旅行をお楽しみ頂ける趣しゆ向こうとなっております。またシーフードは今け朝さ水みず揚あげ──」

「無む駄だにレベル高たけぇ！」

　執事の説明に、俺は思わず声を上げる。

「さすが城之森家。リア充の代表的ＢＢＱ『自分たちで調理して騒さわぎキャッキャウフフ』とはまるで違ったな」

　歩貴は肩をすくめると、さっとドリンクコーナーへ行く。

　そこにはバーテンダーがおり、ノンアルコールカクテルを作ってくれるようだった。

　あいつ、順応早はえぇ。

「俺はコーラでいいわ」

　疲つかれたように漏らすと、ジュースを受け取って近くにあった椅い子すに座る。

　あえてみんなから少し離はなれた位置に置いてあった椅子で、ここならゆっくりできそうだ。

「──せっかく料理がたくさんあるんだ。食べようじゃないか」

　ふと、美紅が横合いから皿を持って現れる。

　その皿にはメイドが焼いた肉や野菜がたくさん盛ってあった。

「こんなに食えないぞ」

「たまにはいいじゃないか。せっかくの打ち上げだ。みんなで楽しもう」

　美紅は笑顔でそう言うと、バーベキューのコンロ付近へ目を向ける。

　そこには歩貴がおり、二は十た歳ちくらいのメイドになにか話しかけていた。

「後学のためにうかがいたいのですが、ご主人様をお迎むかえするときどうされますか？」

「え？」

　突とつ然ぜんの質問に戸と惑まどっていたメイドだが、すぐに彼の意図を察したのか最高の笑顔になり「お帰りなさいませ、ご主人様」と歩貴へ一礼する。

「さすが城之森家のメイドさん。サービス精神旺おう盛せいだ」

　歩貴が感無量の様子でメガネの両りよう端はしを押さえていると、鈴がいきなり彼の尻しりを叩たたき「こんな所でアホなこと言うな！」と怒おこる。

「こ、これは失礼。鈴さまの美容のためにわたくしめが野菜を盛らせて頂こうと思うのですが……確かナスがお好きでしたね？」

「ふん、よく覚えてたわね。鈴の皿へ盛ることを許すわ」

　彼女はそう言うと歩貴へ自分の皿を渡わたす。

　すると彼は切り分けられたナスをいきなり二本分も盛ろうとした。

「ナス二本も入らないわよ！」

「は？」

　肉の焼ける音で鈴の声を聞きそびれたかのように首をかしげる歩貴。

　鈴はナスのメガ盛りと化してゆく自分の皿を見て焦あせり、困ったようにもう一度「ナス二本も入らないわよ！」と身をよじる。

　その姿は、まるでナスを挿いれられそうになって困こん惑わくして喘あえぐ少女を思わせ──。

「やはり鈴さまが一番だ……！」

　彼は涙なみだをにじませつつ拳こぶしを握にぎりしめる。

　それを見た鈴は「まさか歩貴……」と震ふるえ始めた。

「この……お尻百叩きの刑けいだからねー!!」

「うっ！　あっ！　ありがとうございますっっ……！」

　鈴に尻を叩かれながら、歩貴は嬉うれしそうに叫さけんでいた。

　ひ、酷ひどい……。つか人の妹になに言わせてんだあいつ!!

　コップを握りしめて彼らを見つめていた俺へ、美紅が「あいつの場合、はめを外しすぎだな」と苦笑する。

「──みんなぁ、楽しんでるぅ～？」

　ろれつの回ってない声が聞こえた途と端たん、俺の頭に柔やわらかい二つのふくらみがのっかる。

　そのふくらみは火ほ照てっており、俺の頭上でプルプルと震えて気持ちのいいマッサージを──。

「って先生！　引いん率そつがギルティするな!!」

　俺は焦って椅子から立ち上がると、後ろを振り向く。

　先生は手にワイングラスを持っており、すでに頰が紅潮していた。

「飲みすぎだから！」

「あははっ、やっと立ったわねぇ」

「水でも飲んだらどうだ」

「ねぇ、一いつ緒しよにみんなのところへ行きましょう～」

　見事に会話が嚙かみ合っていない。

　困り果てていると、先生はこちらの手をつかんで強引にみんなの方へ歩き始める。

「俺は一人でゆっくりしたい──」

「先生の言う通り、みんなと楽しく食べようじゃないか」

　美紅の脇わきをすり抜ぬけたとき、そう聞こえた。

　目を向けると彼女は身をひるがえして俺たちについてきている。

「お兄ちゃんやっときたー！　鈴がいろいろ食べさせてあげるね。口移しで！」

「翔、来るのが早いぞ。僕はまだ七十五回しか叩かれてない」

　まったくこいつらは……。

　二人を見て苦笑が漏れる。

　横を見ると、先生は俺を逃さないようがっちり手を握ったままだった。

　……楽しむか。

　息を吐はくと、俺はみんなとともにバーベキューのコンロを囲み、喋しやべり始める…………。

　バーベキューも終わりに近づいたころ、さすがに立ち疲れて椅子で休んでいると横合いから気配を感じた。

　見るとそこにはボブカットの少女が立っている。

「雪奈……今ごろ来たのか？」

　彼女は俺の言葉にうなずくと、黙だまって手を差し出してくる。

　その手には、一本のヘアピンがのっていた。
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　渚がいつもつけているヘアピン……。

「まさか、ずっとこれを探してたのか!?」

　驚おどろいて声を上げると、彼女は黙ってうなずく。

　俺は啞あ然ぜんとしながらそのヘアピンを受け取った。

　思えば渚はずっとこのヘアピンをつけていた。ずっと……ずっと……。

「あれ？　いつからつけてたんだ??」

　中学のころにはもうつけていた。小学校のときもだ。それに幼よう稚ち園えん──。

「あ！　これ、俺が昔プレゼントした物じゃないか!!」

　今さらながらにやっと思い出す。

　大事なことなのに、記き憶おくが古すぎて忘れてしまっていた。

　だが渚はそれを覚えていて、ずっと身につけていたんだ。

「お前ってヤツは……」

　俺はゲストハウスの二階へ目を向け、絞しぼり出すように言う。

「あとはよろしく」

　俺の様子を見た雪奈は、それだけ言うとバーベキューを食べにみんなの方へ向かってしまった。

　……俺から渡わたせってことか。

「ありがとう」

　遠のく雪奈へそう言うと、俺はヘアピンを握りしめて川辺の方へ歩き始める。

　少し、一人になりたかったのだ。

「お兄……ちゃん？」

　遠くからそう聞こえた気がした。

　しかし渚のことで頭がいっぱいで、俺には確かく認にんする余よ裕ゆうもなかった。




　川辺に着くと、俺はその場に座りこんで暗い水面へ目を向ける。

「結局、合宿中には間に合わなかったな」

　最後の思い出くらい、綺き麗れいにしめくくりたかった。

　まさかこの合宿に来て渚に告白され、そのまま会えなくなるなんて……。

　わずかに目め頭がしらが熱くなる。

　だが俺はすぐに手で拭ふき、顔を上げた。

「渚と一いつ緒しよにがんばると決めたんだ。どれくらいかかるかわからないが……俺は、必ず渚とまた笑顔で会える方法を探す」

　そう言って、俺は渚のヘアピンを見つめる。

　これをプレゼントしたのは幼よう稚ち園えんのころ……まだ渚は川でおぼれる前で、おとなしい性格をしていたときだ。俺の親に連れられて渚とショッピングへ行ったとき、店先に置いてあるこのヘアピンを彼女が物欲しそうに眺めていたのを覚えていて、誕生日にお小こ遣づかいで買ったのだ。

「あのとき、あいつ喜びすぎてその場で固まってたな」

　それを見て、俺まで嬉うれしくなったことを覚えている。あまりに昔のことなので忘れていたが……あいつはずっと覚えていたんだ。そしてそれをずっと身につけていた。

　今さらながらに、その事実の意味が胸を襲おそう。渚……本当に献けん身しん的な子だ。

「お兄ちゃん、なんで渚のヘアピンを見つめてるの」

　後ろから、硬かたい声が聞こえる。

「一人でここへ来たのだって、コミュ障のせいじゃないでしょ」

　言いながら段々と鈴が近づいてくる。

　いつものだだとは違う、真しん剣けんな表情。

「俺だって一人で考えごとをしたいときはあるんだ。鈴はみんなのところへ戻もどってバーベキューを楽しんでこい」

「……嫌いや」

「ん？」

「い──や──!!」

　そう叫さけぶと、鈴は俺に抱だきついて泣き始める。

「せっかくお兄ちゃんと楽しいヒッキーライフが満まん喫きつできると思って帰国したのに、なんで鈴の相手をしてくれないの!?」

「し、してるだろ」

「してない！　勉強・ピュアランド・勉強・ピュアランド・渚・渚・渚……あいつがなんなのよ!!」

「落ち着けって。つかもうウソ泣きはやめろ」

「ウソじゃないもん！　こんなの落ち着いてられないよ！　ただでさえお兄ちゃんにメス豚ぶたが近づくのは嫌なのに……なんでよりによって昔お兄ちゃんを入院させたことがある渚なの!!」

　そう叫んだ彼女の目を見て、俺はこの涙なみだがウソじゃないと気づく。

　本気で怒おこってる……入院のこと、心の底から許せなかったんだ。

「鈴、俺は入院なんてとっくに忘れてたんだ。今はピンピンしてるわけだし、もう許してやれって」

「ダメ！　だってお兄ちゃん、また渚になにかあったら絶対助けるでしょ」

「そうだな。そうなれるよう……仲直りしたい」

　そうつぶやいた直後、鈴が信じられないものを見たようによろける。

「お、お兄ちゃんがおかしい。女もリアルも苦手でついでに中二病なお兄ちゃんのセリフじゃない」

「おい」

「なんでなの、なんで渚のこと好きになっちゃったの!?」

「まだ魂の恋人ソウル・ラヴアーと決まったわけじゃないんだから、そんなこと聞かれても……だが、大切な人だ」

「大切な人!?」

　鈴はほとんど金切り声でそう叫ぶと、いきなり俺の腕うでに飛びつく。

　そして持っていたヘアピンをむしり取り……川へ、投げてしまった。

「なんてことするんだ!?」

「渚なんて嫌！　鈴……あいつのこと絶対許せないもん!!」

　っ……このまま鈴と話しても無む駄だだ。

　それより早くヘアピンを取りにいかないと、流されて見つけられなくなる。

　そう思うが早いか、俺は駆かけ出していた。

　鈴は川へ向かう俺を見て過去のことがだぶったのか、「やめて！　おぼれたらどうするの!?」とあとを追ってくる。

　しかし焦あせっていたせいか鈴は運良く転び、あっという間においていかれるはめになった。

　よかった。鈴におぼれられたら、それこそたまらない。

　そう思いながら、俺はヘアピンが落ちた辺りへ飛びこんだ。

　まだ五月なので夜の川は冷える。

　俺は冷たさに身み震ぶるいしながらも川の底を目指した。

　……暗い。なにも見えない。

　底がわからぬ恐きよう怖ふに襲われる。

　俺は一度水面に顔を出すと、息を吸い直そうとした。

「──なにをやってるんだ！」

　知らぬうちに、川岸に美紅が立っていた。いや、彼女だけでなくバーベキューに参加していたみんなが来ており、川にいる俺を見て騒さわいでいる。

「大だい丈じよう夫ぶだ。ヘアピンを見つけたらすぐに戻る」

「危ないじゃないか！　今すぐ──」

　美紅の言葉を聞き終える前に、俺は再び潜もぐる。

　鈴が投げた位置。川の流れ……おそらくこの辺りに落ちていると思うのだが。

　考えながら、とにかく水底を手で探さぐる。

　これは岩。これはビニール袋ぶくろ。これは……自転車？

　底にあるゴミが手に当たるばかりで、ヘアピンはなかなか見つからない。

　もう一度息を吸いに出ようとしたそのとき……細い金属の感かん触しよくがする。

　この感触……渚のヘアピンだ！

　俺は喜び勇んで水面へと顔を上げる。

　みんなに向かって声を上げようとすると、みんなの位置がずいぶん遠くなっていることに気づいた。

「まさか俺、流されてる!?」

　背筋を駆ける淡あわい悪お寒かん。

　それは、岸へ行こうと泳ぎだしたとき、さらに強まった。

　さきほどの泳ぎですでに体力を消しよう耗もうしていた俺は、この川の流れに逆らえるだけの余力を残していない。体をいくら動かしても進まない恐怖。いたずらに体力だけが奪うばわれ、じわじわと死に近づく予感。

「は、はは……まさかね。こんな川で──ゲフッ！」

　段々体が沈しずんできており、俺は少し水を飲んでしまう。

　本格的にヤバい。

　俺……引きこもりすぎたかな。

　どこか、あきらめが頭をよぎる。

　渚、すまん。仲直りできなかったな。

　そう思って完全に力が抜ぬけようとした刹せつ那な──。

「翔！」

　岸の方から、大きな声が聞こえた。

　たった少しの間だがきちんと聞けなかった声。

　懐なつかしい……渚の声だった。

　彼女は迷わずその場でパジャマを脱ぬぐと、キャミソールとコバルトブルーのパンツ姿でいきなり川へ飛びこむ。

「お、おま……」

　絶句するも、服が水を吸って重くなるのだから当たり前だ。しかもあいつは体調を崩くずしている。なるべく身軽なのに越こしたことはないのだ。

　俺も今さら服を脱ごうと思ったが、沈まないよう手足を動かすだけで精せい一いつ杯ぱいで脱ぐ余よ裕ゆうがない。

　だが……助かる。

　その確信だけはあった。

　なぜならあいつは水泳部のエースで、もうおぼれるのが嫌だから必死に練習をして、それになにより……俺はあいつを信じている。

「もう、バカ！　なんで川に落ちるのよ。みんなが騒いでたから気づけてよかったものの……」

「お前のヘアピンが落ちたんだ」

「なっ……」

　彼女は言葉を失ったあと、恥はずかしそうに「もう、バカ」とくり返した。

　そのまま俺は片手でつかまれ、彼女はもう片方の手と足で器用に泳ぎ始める。

「動かないでね。その方が運びやすいから」

「わかった」

　そして俺は、みんなのいる所とは対岸の方へ運ばれて助かった。

　二人分の疲つかれきった呼吸が、川岸に流れる。

「死ぬかと思った……だが、お前がパジャマを脱いだときはビックリしたぞ」

「だってしかたないじゃない。こっちの方が泳ぎやすいんだから」

　恥ずかしそうに言う声を聞いて、俺は自分がブレザーを着ていたことを思い出し、彼女にはおわせる。

　月明りの中、ブレザーの隙すき間まから白い肌はだにはりついたキャミソールと濡ぬれたコバルトブルーのパンツが浮うかび上がる。その姿はなんとも艶なまめかしく、俺はお礼を言うのも忘れて見入ってしまった。

「なにじっと見てるのよ」

「い、いや、なにも」

　慌あわてて目をそらすと、俺はその場に座り直す。

　そして……つい笑ってしまった。

「お前の性格が変わって立場が逆転したと思っていたが……救助の方も、逆転だな」

「ほんとね。でも逆転してよかったでしょ？」

「逆転してなかったら、俺はそもそもおぼれてない」

「この減らず口」

　あれだけ壁かべがあったのが不思議なくらい、いつも通りのやりとり。

　やっぱり安心する……。

『──織おり姫ひめと彦ひこ星ぼしを繫つなぐ天の川は必ず現れる。ラッキーカラーは青だよ[image: (^O^)/]』

　ふと、夢の国への羅針盤フオーチユン・コンパスの占うらないを思い出す。

　そうか……天の川とは、まさに〝川〟のことだったのか。

　つかラッキーカラーの青って、下へ手たしたら渚のパンツじゃね？　あいかわらずテキトーな占いだな……。

　苦く笑しようしていると、渚は「ほんとよかった。翔が助かって……あのときから水泳を始めてて……」と漏もらす。

　あのときから。そう……渚はこの日のために、俺を助けられるくらい強い人間になるために、水泳を始めた。そして彼女の献けん身しん的な努力は実を結び、おかげで俺の命がある。

　キスのことばかり悩なやんでいた自分が小さく思えた。

　俺はもっと渚の心と向き合うべきだったのだ。ひかえめで、しかし強く輝かがやく献身的な彼女の心と……って、心？

「そうか、やっとわかったぞ！」

「どうしたの？」

「俺はあまりにも形にこだわりすぎていた。〝キス〟という形に」

「それって一体……」

「体をともなわない、仮想空間でのキス。それはリア充じゆうのキスと似て非なるものだ。リア充たちは体を求め、体を抱だく。だがピュアランドのプレーヤーは心を求め、心を抱くべきなんだ。ゆえに『心と心のキス』」

「──よくぞ言った！」

　その言葉ではっと顔を上げる。

　すると美紅が階段の上にある道に仁に王おう立だちしていた。橋を渡わたって来たのだろうか。

「私はキスという形にこだわり、本質が見えていなかったらしい。今なら心の底から二人を送り出せるな。さぁ……行ってこい！」

　彼女はそう言ってＡＲメガネを二つ投げる。片方は美紅ので、片方は歩貴のだった。まさか……美紅は俺たちが助かったのを見て今こそ仲直りのタイミングだと思い、わざわざ持ってきてくれたのだろうか。

「ありがとう。だが……いいのか？」

「お前が言ったことだぞ。心と心のキスはリア充のキスと似て非なるもの。それに……」

　彼女はそこで顔を赤くするも、堂々と腰こしに手を当てる。

「心の勝負なら私は負けない！」

「お前ってヤツは……」

　目め頭がしらが熱くなる。

　ありがたさでそれが溢あふれそうになるのを隠かくすように、俺はＡＲメガネを装着し、ピュアランドＩＤを打ちこんだ。

　しかし渚は戸と惑まどったように美紅を眺ながめ、まだＡＲメガネを装着しない。

　そんな渚の心理を見み透すかしたように、美紅は彼女を指差す。

「お前の心を翔にぶつけてみろ。私と勝負だ！」

「ありがとう！」

　渚は微笑ほほえむと、すぐにＡＲメガネを装着し、自分のピュアランドＩＤを打ちこむ。

「渚、行くぞ」

「うん」

「「エンター☆ピュア！」」

　俺たちは声を重ね、一足飛びにピュアランドへとログインした。
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『ピュアガールの「ドキッ☆」を確かく認にん。これより〝魂の恋人ソウル・ラヴアーシステム〟を発動します』

『また、アオイさんの純愛力が〝純心〟から〝哲てつ学がく〟へＵＰしました』






　ログインしたと同時に俺の耳へ直接アナウンスが流れる。

「アオイの純愛力？」

　そうか。あいつの純心は献身だ。さっき俺を川から助けたとき、彼女の心に変化が起こったのだろう。

　しかしそれはそれとして、さっきからなぜか辺りが暗い。てっきりロード中なのかと思ったが、それにしてもエリアの表示が遅おそい──────うわっ！

　ザァ……。

　ザァ……。

　気がつくと辺りに潮しお騒さいが響ひびいていた。

　リアルでの泳ぎ疲れもあって動きが緩かん慢まんだった俺は、波打ち際ぎわに倒たおれたまま動けない。

「少し休まないと、キスどころじゃないな」

　苦笑しつつ自分を見ると、リアルの姿でこの場にいた。いつもは真っ白な空間でリアルの姿になるが今回は違ちがうらしい。

　そんなことを考えていると、頭の上で足音がする。

　顔を上げて確認しようとしたが、その前に足音の主は倒れた俺の頭を抱かかえて膝ひざ枕まくらしてくれた。

「渚……」

　その言葉に、彼女は微笑む。

「ごめんなさい。あたしの固有アクションのせいで翔が遭そう難なん者みたいな登場しちゃった」

「固有アクション？」

「さっき純愛力が上がったときにシステムから教えてもらったの。〝運命の潮流デイステイニー・ワープ〟……想おもい人と劇的に出会う力よ」

　出会う力……そういえば最近、ピュアランドでアオイはなんらかのドジとセットで俺と会っていた。紅茶をこぼしたり、川へ落ちたり……。だがその程度ではまだ〝劇的〟というほどでもない。

「純愛力が上がったことで、力の影えい響きよう範はん囲いが〝あたし自身〟から〝想い人〟にまで広がったの。それにともなって出会い方もパワーＵＰしたみたい」

　なるほど。純愛力が低かった頃は〝劇的〟と言うほどでもない会い方だったが、今この状じよう況きようはまさに劇的だ。

「どうもあたしの想いに勝手に反応する力みたいで……だから、遭そう難なん者みたいにしちゃってごめんなさい」

　そう言うも、彼女もこのシチュエーションが嫌きらいじゃないらしく嬉うれしそうだ。

　それもそうだろう……。以前はお互たがいの姿が見えないままで会ったこの浜はま辺べエリアで、今はリアルの姿で会っているのだから。

「でも、前は真っ白な空間だったわよね。どうしてここなのかしら？」

「それは俺も思ったが……おそらく魂の恋人ソウル・ラヴアーシステムの演出だ」

「演出？　無理ゲーばかり要求するシステムが？」

　渚は不思議そうに言ったが、俺はどこかで納なつ得とくしていた。

　セフィアのときも、魂の恋人システムはちょっとした演出を入れている。

　一見すると無理ゲーばかり要求するシステムに思えるが、しかしどこかで俺たちのことを考えた演出をする。今回はあえて制限時間のアナウンスをしていないようだし……。

「魂の恋人システム……やはり良いシステムなのか？」

　俺は首をかしげながらひとりごちる。

「しかし新規フィールドでみんながさんざん修しゆ行ぎようをしていたが、まさかずっとリア充認定していたお前が最初に純愛力を上げるとはな」

「またそんなこと言って……あたしの純心、もう知ってるでしょ」

「あぁ。ずっとそばにいたのに、俺はまるでお前のことをわかってなかったんだな」

　そう言うと、どちらからともなく自然に手を繫ぐ。

「そういえばさっき、助けてもらったお礼を言い損そこねてたな。ありがとう」

「あたしの方こそ、昔助けてくれてありがとう」

　そして彼女は静かに息を吸うと……「ずっと昔からあなたを慕したってました」と頰ほおを染めた。

　リアルの渚では絶対に言わないセリフ。まるで昔の彼女の人格たるアオイが喋しやべったかのような言葉。この特別な空間だからこそ聞けた、特別な告白。

　胸が高鳴る中、「ずっと昔から」という言葉にこめられた様々な思い出が頭を駆かけ巡めぐり始めた。

　おとなしくてずっと俺に守られていた渚。

　川におぼれて入院したとき、大泣きしていた渚。

　そして自分を変えようと決意し、やりすぎて勝ち気になってしまった渚。

　どの渚も俺にとっては大切なものだ。

　そしてそれだけたくさんの思い出と想いが、俺たちにはある。

「あっ……」

　いつの間にか俺は両手で渚の手を包みこんでいた。それで俺の気持ちを悟さとったかのように彼女は頰を染める。

　そして俺たちは次いで、長年積み重ねてきた想いが自然に溢れるように……唇くちびるを重ねた。

　静かで温かなキス。

　潮騒と海の匂においに満たされた空間で、俺は渚に膝枕をしてもらったまま包みこむような柔やわらかい唇を受ける。

　そして次の瞬しゆん間かん、彼女の〝感情〟が俺へと流れこむ。

　その唇と同じく俺を包みこむような愛情。大きくて広い、無限とも思える想い。そう……彼女の愛はまさに海のようだった。

　そんな渚の愛に身をゆだねながらも、俺は想いを抱き返すように心を高める。

　すると彼女が顔を赤くしたのがわかった。

　そのまま俺たちはただ心で抱だき合い、この幸せなひとときを永遠のようにいつくしんでいた。
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　ＧＷが終わって二週間が経たち、テストの結果がすべて返ってきた。

　みんなで勉強した結果なので、合宿メンバーと下校しながら互たがいの結果を報告し合う。

「私はいつも通りだったな」

「いつも通りとか言いながら、学年一位だったじゃない。やっぱり美み紅くは凄すごいわね」

　渚なぎさが親しげな様子で美紅を呼び捨てている。合宿以降、この二人は妙みように打ち解けていたのだ。まるで互いに認め合ったライバルのように。

「わたしは八十点から九十点辺り。苦手な化学が今回よかった」

　いつもの調子で雪ゆき奈ながつぶやく。

　だが渚が「雪奈ちゃんもがんばったわね」と楽しそうに返している辺り、渚と雪奈もまたあの合宿で打ち解けた口だ。

　とはいえ……あの雪奈がこのメンツと自然にまじわっている時点で違い和わ感かんが凄い。

「翔かけるはさっきからだまっているが、何点だったんだ？」

　歩ほ貴たかが問いかけてきたので、俺は「人に聞くときはまず自分から言うんだな」と返す。

「言ってもいいが、僕の点数を聞いたあとだとお前がよけいに言いづらくなるぞ」

　この男は……！

　歯がみしていると、俺を迎むかえに来ていた鈴りんが「お兄ちゃんをいじめないの！」と彼のすねに蹴けりを入れていた。

「ぐはっ……鈴さま、ありがとうございます」

　恍こう惚こつの表情を浮うかべる彼を無視して横を向くと、渚と視線が合う。

「それで、翔は何点だったの？」

　その声は、渚にしては珍めずらしくそっとうかがうものだった。

　それもそうだろう。なにせ俺と渚は……ＧＷ明けに思いきり風邪かぜを引いていたのだから！　川から出たあとそのままピュアランドしたら、そりゃ体調崩くずすわ。

「くくっ……渚、風邪をひいて自分の点数が下がったからといって、俺を仲間扱あつかいしないで欲しいな」

「え、点数よかったの!?」

「……ギリギリ……」

「ギリギリって、赤点ギリギリ!?」

「あぁそうだ！　赤点じゃなかったからいいだろ」

　鼻を鳴らして言う俺を見て、歩貴も賛同するようにうなずく。

「『疾しつ患かん』を『失禁』と間ま違ちがえる恥はずかしいヤツが、風邪をひいて赤点じゃなかったんだ。むしろほめてやるべきだな」

「そ、そうね……」

　渚はため息をつくも、次いでこちらへ優やさしい瞳ひとみを向けてくる。

　心と心のキスをして以来、彼女はたまに俺へこういう視線を送るようになった。

　俺のすべてを受け入れるかのような瞳。海のように大きな愛情を持った眼まな指ざし。

　キスのことを思い出して渚へ微笑ほほえみを送っていると、彼女はそっと口を開く。

「今回のことでよくわかったのは、『翔は勉強しなかったら確実に赤点』ってことよね」

　え？

「やっぱり勉強もがんばらないとダメね。テスト前はピュアランド一日一時間。普ふ段だんでも一日三時間」

「ちょ、ちょっと待て。普段なら十時間くらいできるだろ」

「このネット弁べん慶けい！　廃はい人じんの発想を当然のように言わないの！」

　ど、どこへ行った……海のような愛。

　俺が戸と惑まどっていると、歩貴が不思議そうに首をかしげる。

「テスト前はピュアランド〝禁止〟じゃなくていいのか？」

　それを聞いた渚は、痛い所を衝つかれたかのように一いつ瞬しゆんビクッとする。

　そして黙だまりこみ……口をツンとさせた。

「勉強の息いき抜ぬきくらいなら、つき合ってあげられるし」

　まったく素す直なおでない、しかし渚らしいセリフ。

「ほう……変わったな」

　歩貴の言葉を聞きながら、俺も心の中で同意する。

　しかしあまり俺の生活に口を出すと、また鈴が怒おこるだろう。ヘアピンを投げたときの彼女を見る限り、渚に対する怒いかりはちょっとやそっとじゃ消えそうもない。

　幸いこの二人は合宿以降まだ話していなかったが……ここにきて、ついに顔を合わせてしまった。二人が同じ空間にいると思うだけで、俺は激しく気をもんでしまう。

「……渚」

　唐とう突とつに、鈴がずっとためていた言葉を発するように漏もらす。

　声のトーンから渚もその空気を感じたのか、真面目まじめな顔で「なに？」と問い返した。

「許してあげる」

「ん？」

「お兄ちゃんを川で助けたから、許してあげる！」

　鈴はそう叫さけぶと、「だからって鈴のお兄ちゃんを奪うばおうとしたら承知しないからね！」と言い、顔を真っ赤にして駆かけ去ってしまった。

　いつも悪態ばかりついていた渚にお礼を言うのが、よほど恥ずかしかったのだろう。

「我が妹ながらひねくれてるな」

「鈴ちゃん、根はいい子なのよ。翔みたいなところがあるけど」

「──そうだな。翔みたいなところがあるが、いい子だ」

　すかさず同意した美紅を見て、俺は「お前ら俺の名を残念な意味で使ってるだろ！」と声を上げる。

「残念な意味かどうかはわからないさ。なぁ渚」

「そうね。テスト結果は残念すぎるけど」

「お前ら……！」

　拳こぶしを震ふるわせながらも、妙にシンクロする二人を見て俺はリアクションに困った。

　ネットだったらまだいいが、リアル女子二人の連係口こう撃げきを受けると喋しやべりづらすぎる。

　うなっている俺を見た歩貴は、なにか思い出したようにふと真面目な顔をした。

「そういえば、新規フィールドのβテストでなにかわかったことはあるか？」

「いや、全然」

「実は前々から思ってたことがあるのだが……ピュアランドにある謎なぞのシステムって、実は翔の深層心理が反映されてないか？」

「俺の深層心理だと？」

「だってあれ作ったの翔だし。それに純愛力を最高レベルまで高めないと魂の恋人ソウル・ラヴアーになれないとか、毎回無理ゲーを要求するとか、な～んか翔臭しゆうがするんだよな」

「俺臭言うな！」

　しかもあのシステム、キスを要求してるし。リアルのキスではないし、むしろ「心と心のふれあい」みたいな形だが……。

「どちらにしろ悪いシステムではないみたいだ。ちゃんと解明していく必要はあるだろうがな」

「結局、今回のことで得たものはアオイの純愛力ＵＰだけか」

「そうだな」

「しかしそうなると、翔の魂の恋人に今一番近いのは渚ということになるな」

「あっ！」

　そうだ。俺と親しい女子の中で渚が一番純愛力が高いのだから、魂の恋人ソウル・ラヴアーに一番近い。

　その事実に気づき、俺は動どう揺ようしてしまって渚の顔をまともに見られなくなった。

「なにこっちから目をそらしてきょどってんのよ」

「ち、ちげーし！　というかお前だって目が泳いでるぞ」

「そ、そんなわけないから！」

「ラブラブ乙おつ」

　歩貴のツッコミに俺と渚は思わず「「ラブラブ言うな！」」と声を合わせてしまう。

　そんな中、俺は合宿最終日の夜のことを思い出していた。

　実は俺と渚、みんなが寝ね静しずまったあとに二人きりで話をしていたのだ───────。

『渚、起きてるか？』

『うん』

　落ち着いた声でそう返され、俺は安心して扉を開ける。

　そしてベッドに座っていた彼女の前へ行き、俺も横に座った。

『その……告白の答え、まだ言ってなかったと思ってな』

『……』

『俺がもしリア充じゆうだったら、きっと別の答えもあったと思う。だが俺にとって魂の恋人ソウル・ラヴアーとは人生ただ一人きりの恋人で、たった一回だけ巡めぐってくる運命の人で、その、お前は俺にとって大切なヤツだが、まだ──』

『もう、わかったわ。ずっと一いつ緒しよにいるんだもん。あんたの考えくらい気づいてたわよ』

『え？』

『あんたはあんたなりに、魂の恋人って存在を凄く大事にしてるんでしょ。だったらとことんやりなさい』

『渚……』

『そしてもしあたしが魂の恋人だったときは、今悩なやんでる分だけ思いきり優しくしてね』

　そう言うと、彼女は曇くもりのない笑えみを浮かべる。

　幼かったころに俺を慕したっていたときのような、純じゆん粋すいな笑顔。

　さっきまでいろいろ悩んでいたことが一発で吹ふき飛ばされる。

　それだけ魅み力りよく的で、心を癒いやす笑顔だった。

『ありがとう。また明日』

『うん、またね』

　二人とも、『また』という言葉に力がこもる。

　今の俺たちにとって、『また』会えるということ……それは、本当にかけがえのないことだった───────────────────────────────────。

　あのときのことを、みんなは知らない。

　しかし俺たちの雰ふん囲い気きを見てなにかあったことには気づいているようだ。

　こちらの様子を眺ながめていた美紅は、真しん剣けんな表情で考えこむ。

「まだ純愛力が足りなかったか……。よりハードな新規フィールドを作らなくては」

「やめてくれ！」

「私だって負けてられないからな」

　気合いを入れ直すような美紅の言葉を聞き、歩貴は楽しそうにこちらへ目を向ける。

「水泳部のエースにバラの君とは、両手に花だな。ネットだけではなくリアルでもハーレム化が進んでるじゃないか」

「なっ……俺はただ純愛を極きわめようとしているだけだぞ」

「極めようとがんばったらハーレム化。どうしてこうなった（笑）」

「その認にん識しきは不本意だ────！」

　その場に立ち止まって俺が叫ぶも、みんなは「はいはい」と言わんばかりに先へ進む。

　お前ら……。

「バカなこと言ってないで、さっさと帰るわよ」

　ふと、渚が俺を引き戻もどすようにこちらへ来た。

　それと同時に俺は……手を握にぎられる。

「え？」

　知らず声が出てしまった。幼なじみとはいえ、俺は渚と手をつないだことなどなかったからだ。

　優しく俺を握る柔やわらかな手。スポーツ少女のイメージが強すぎて、その女の子らしい細い指の感かん触しよくにドキッとする。

　そう。渚は女の子で、おしとやかな純心を持つピュアガールで、今俺の魂の恋人に一番近くて……。

「もしあたしたちが魂の恋人になったら、今までとは違ちがった毎日になるかな？」

　渚は頰ほおを染めながら、はにかんだように言う。

　一番近くにいたからこそ、ちゃんと見られなかった相手。今までと違う毎日なんて想像もしたことがなかった。だがもしその〝毎日〟が訪おとずれたら、彼女は俺を包みこむような優しさできらめいた日々をプレゼントしてくれるだろう。

「純愛を極めないと、魂の恋人は得られんぞ」

　俺が茶ちや化かすような笑みを返すと、渚は微笑んで俺を引き始める。

　みんなは前を向いていたため、こちらの様子に気づいていない。

　渚は二人だけの秘密の時間を楽しむかのように、ゆっくりゆっくり足を進めていた。

　仲直りできてよかった。打ち解けられてよかった。

　俺は幸福感に包まれながら、自分を引く渚の手に身をゆだねていた。

　だが、そのとき俺はまるで気づいていなかったのだ。

　俺たちの様子をそっとうかがう、雪奈のまなざしに。







　あとがき







　全然関係ないのですが、この巻を書いている最中、高校時代にジ●リの「耳をすませ●」を映画館へ一人で観みに行ったときのことを思い出しました。

　……マジ地じ獄ごくでした。

　映画は最高だったんです。

　でも周りがカップルだらけで……正直[image: （ﾉ ｀Д´）ﾉ⌒]┻━┻って気分でしたわ。

　野球部の男子が告白したとき、ラスト付近に男女ペアでチャリにのって坂をのぼっているとき、僕の四方を囲むカップルたちがまさにキャッキャウフフ状態。

　もちろん、映画館を出るときも爆ばくキャッキャウフフ状態。

　八方をリア充じゆうたちに囲まれて詰つんだ帰り道、僕は恥ち辱じよくにまみれて学びました……。

　いかにもリア充が集まっていそうな所に、ぼっちで行ってはいけない!!（常識）




　さて、今回は「合宿の巻」ということですが……僕は女子の家で合宿なんてしたことありません。

　しかし男子の家でならあります。

　クリスマスに[image: （ﾟДﾟ）]!!

　超ちよう楽しかったですよ。男同士で勉強し、男同士で鍋なべを囲み、男同士で寝ねる……。

　昔のアルバムを見てわいわい騒さわいだりもしましたよ？

　男同士で[image: （ﾟДﾟ）]!!

　あれ、おかしいな、楽しい思い出なのに涙なみだが……。

　とはいえこの不本意シリーズの翔かけるは、しっかり女の子と合宿しております。

　その中で、今回の表紙になっている渚なぎさは人一倍がんばりました。

　いつも一いつ緒しよにいた渚と、本当ならいつも以上に一緒にいられるはずの合宿でおちいった状じよう況きよう。

　しかし、ゆえに翔の魂の恋人ソウル・ラヴアー候補として輝かがやきを示した彼女の〝純心〟をお楽しみ頂けたのなら幸いです。




　ちなみに今回、四ページもあとがきを頂いたのですが……例のごとくすでにネタが尽つきましたorz

　そもそも僕、ヒッキー＆趣しゆ味みが少ないですからね。

　こんな短期間で書くことがストックできるわけないのです。

　なにかあるとすれば……家で飼っている白ウサギのことくらいでしょうか。

　元がん旦たんにそのウサギの頭に小さなミカンをのせて「鏡かがみ餅もち」みたいなネタをブログにＵＰしようと写真まで撮とったのですが、すっかりのせ忘れておりました。

　まぁそのネタ、前の年もブログにのせてたんですがね！

　ちなみにそのウサギ、冬になるといつも家のコタツを占せん領りようするのですが、たまに指定席以外の場所で寝ね転ころがるので気づかず蹴けってしまうことがあり……思いっきり足を引っかかれます（涙）。

　僕がコタツで寝落ちしていたときなど、いつの間にかこちらのお腹なかの上にのって偉えらそうにくつろいでいるのですが、かわいいから憎にくめない。

　たまにわざとお腹の上にのりやすいよう寝転がるのですが、そういうときに限ってお腹にのらず、僕が気を抜ぬいているときにいきなり飛びのってくるツンデレぶりの♀ウサギ。

　モフモフな毛が気持ちいいのでほおずりしたりするのですが、こう、毛が深くて鼻に当たり、だいたいくしゃみしてしまいます。

　そしてくしゃみの音にビビっていつも逃にげるという……。

　そんなこんなで、ウサギライフを楽しんでいたりします。




　最後に謝辞を。

　担当のＩ様。忙いそがしいスケジュールの中、諸もろ々もろ回してくださってありがとうございました。

　イラスト担当の仁に村むら様。渚の絵をＰＣのデスクトップ画像にして執しつ筆ぴつしておりました。今回もかわいい絵、ありがとうございます。

　そして読者様。そろそろ翔のハーレム化が本格的になって参りましたが……魂の恋人を本当に見つけられるのかどうか、続刊を楽しみにお待ち頂ければ幸いです。
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